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序異
論
派
（
反
体
制
派
知
識
人
）
ジ
ョ
レ
ス
＆
ロ
イ
・
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
が
九
〇

歳
を
迎
え
た
。

こ
の
科
学
者
／
歴
史
家
兄
弟
の
『
日
本
語
版
選
集
』
全
三
巻
四
冊
の
刊
行
が
、

現
代
思
潮
新
社
に
よ
り
、
実
現
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

収
め
る
の
は
、
歴
史
家
ロ
イ
の
『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
に
、
科
学
者
ジ
ョ

レ
ス
の
『
ル
イ
セ
ン
コ
の
興
亡
』
と
『
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
』
の
三
書
。
ど
れ
も
著
名

な
邦
訳
書
が
あ
る
が
、『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
の
底
本
は
「
初
版
」
と
第
二
版

を
か
な
り
改
定
し
た
一
九
八
九
年
ロ
シ
ア
語
版
で
あ
る
。「
初
版
」
は
タ
イ
プ
稿
で
、

ジ
ョ
レ
ス
が
そ
れ
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
と
し
、
ア
メ
リ
カ
の
出
版
社
に
送
っ
た
。

『
ル
イ
セ
ン
コ
の
興
亡
』
と
『
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
』
は
共
に
露
文
原
著
を
底
本
と

す
る
。
そ
の
点
、
英
語
版
の
重
訳
で
あ
る
既
存
の
邦
訳
書
と
こ
と
な
る
。
前
者
は
こ

と
に
、
旧
訳
の
底
本
が
露
文
テ
ク
ス
ト
を
三
割
も
省
い
て
い
た
た
め
、「
省
略
」
が

な
い
こ
と
を
、
ひ
と
つ
の
特
色
と
す
る
。

現
代
史
を
揺
る
が
し
た
旧
ソ
連
体
制
の
、
外
か
ら
は
容
易
に
窺
え
な
か
っ
た
政

治
と
社
会
の
、
そ
し
て
最
高
権
力
者
の
政
治
的
な
都
合
に
翻
弄
さ
れ
た
科
学
界
の
病

理
と
あ
つ
れ
き
を
、
ま
さ
に
身
を
挺
し
て
、
そ
の
歴
史
と
構
造
に
そ
く
し
て
深
部
か

ら
解
き
明
か
し
、
世
界
に
発
信
し
て
き
た
ジ
ョ
レ
ス
＆
ロ
イ
の
双
子
兄
弟
の
代
表
作

と
い
っ
て
よ
い
。

『
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
』
は
、
ソ
連
国
籍
を
奪
わ
れ
た
ジ
ョ
レ
ス
が
英
国
で
書
い
た

も
の
だ
が
、『
ル
イ
セ
ン
コ
の
興
亡
』と
ロ
イ
著『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』の
ほ
う
は
、

元
来
、
サ
ミ
ズ
ダ
ー
ト
＝
地
下
出
版
（
自
家
出
版
）
と
し
て
異
論
派
の
周
辺
で
回
覧

さ
れ
た
タ
イ
プ
稿
で
あ
る
。
ジ
ョ
レ
ス
稿
は
、
読
者
が
自
ら
タ
イ
プ
で
複
製
し
、
意

見
を
く
わ
え
、
知
人
に
回
覧
す
る
か
た
ち
で
、
数
千
人
に
ひ
ろ
ま
っ
た
。

ス
タ
ー
リ
ン
暗
黒
時
代
の
真
相
に
せ
ま
る
回
覧
本
の
存
在
を
つ
た
え
聞
い
た
、

刑
務
所
や
強
制
収
容
所
か
ら
の
生
還
者
と
犠
牲
者
の
遺
族
た
ち
が
、
は
る
ば
る
著
者

を
さ
が
し
、
会
い
に
き
た
。
後
者
に
は
、
本
人
と
肉
親
、
親
友
が
秘
め
て
い
た
犠
牲

者
の
つ
ら
い
体
験
を
、
ロ
イ
の
筆
を
通
し
て
語
り
き
か
せ
る
面
が
あ
る
。

一
九
六
四
年
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
失
脚
後
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
担
当

ス
ー
ス
ロ
フ
が
率
い
る
政
権
は
、
地
下
出
版
の
『
ル
イ
セ
ン
コ
の
興
亡
』
の
海
外
出

版
（
六
九
年
）
に
激
怒
、
七
〇
年
五
月
ジ
ョ
レ
ス
を
、
職
場
＝
オ
ブ
ニ
ン
ス
ク
放
射

線
医
学
研
究
所
が
あ
る
カ
ル
ー
ガ
の
精
神
病
院
に
監
禁
し
た
。

佐
々
木 

洋 

◉
Zh
＆
Ｒ
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
研
究
者

ロ
シ
ア
革
命
一
世
紀
を
生
き
ぬ
く
視
角

　
　
　

─『
ジ
ョ
レ
ス
＆
ロ
イ
・
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
選
集
』日
本
語
版
刊
行
に
よ
せ
て
─

特
別
論
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ソ
連
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
軍
が
「
六
八
年
プ
ラ
ハ
の
春
」
を
圧
殺
す
る
と
、
ロ

イ
も
ジ
ョ
レ
ス
と
『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
の
海
外
出
版
を
決
断
。
Ｋ
Ｇ
Ｂ
は

七
一
年
九
月
に
ロ
イ
逮
捕
を
決
定
、
翌
月
、
家
宅
捜
査
と
資
料
没
収
を
断
行
。
ロ
イ

は
二
か
月
間
、
ソ
連
各
地
を
逃
避
行
し
た
。
年
末
に
『Let H

istory Judge

』
が

米
国
で
刊
行
さ
れ
る
と
、
世
界
の
著
名
人
と
な
っ
た
ロ
イ
に
、
当
局
も
手
荒
な
ま
ね

が
で
き
な
く
な
っ
た
。

『
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
』
に
は
英
原
子
力
委
議
長
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ル
卿
が
出
版
差
止
を

抗
告
し
た
。
危
ぶ
ま
れ
た
本
書
を
助
け
た
の
が
皮
肉
に
も
、
七
九
年
の
米
ス
リ
ー
マ

イ
ル
島
原
発
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
事
故
だ
っ
た
。

一　

メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
選
集
全
四
巻
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
語
版
選
集
』
全
三
巻
四
冊
の
刊
行
計
画

原
著
全
四
巻
を
全
三
巻
四
冊
に　
　

モ
ス
ク
ワ
の
人
権
出
版
社
が
二
〇
〇
二
～

〇
四
年
に
ロ
シ
ア
語
版
ジ
ョ
レ
ス
＆
ロ
イ
・
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
選
集
全
四
巻
を
刊

行
し
た
。
う
ち
第
一
巻
と
第
二
巻
の
二
巻
を
、『
日
本
語
版
選
集
』
全
二
巻
四
冊
と

す
る
刊
行
計
画
を
、
現
代
思
潮
新
社
が
進
め
て
い
る
。

第
一
巻　
　
『
日
本
語
版
選
集
』
の
第
一
巻
は
、
ロ
イ
・
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
の

大
著
『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
を
二
分
冊
と
し
て
刊
行
す
る
。
同
書
に
は
先
行
す

る
訳
書
と
し
て
一
九
七
三
～
七
四
年
に
石
堂
清
倫
訳
『
共
産
主
義
と
は
何
か
（
上
・

下
）』
三
一
書
房
刊
、
が
あ
る
。

第
一
巻
の
第
一
冊
と
第
二
冊
も
区
分
も
、
石
堂
訳
の
上
巻
と
下
巻
の
章
別
区
分

と
同
じ
と
な
る
。

石
堂
訳
は
底
本
と
し
て
ロ
シ
ア
語
版
と
米
ノ
ッ
プ
社
か
ら
出
た
英
語
版

（
一
九
七
一
年
）
を
使
用
し
た
。
石
堂
訳
の
露
文
テ
ク
ス
ト
は
、
サ
ミ
ズ
ダ
ー
ト
＝

地
下
出
版
（
自
家
出
版
）
の
タ
イ
プ
稿
コ
ピ
ー
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
稿
を
も
と
に
、

や
は
り
米
ノ
ッ
プ
社
が
一
九
七
一
年
に
ロ
シ
ア
語
版
を
刊
行
し
た
。
ロ
イ
は
七
四
年

に
こ
の
ロ
シ
ア
語
版
を
増
補
改
訂
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
現
代
思
潮
新
社
版
の
『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
の
底
本
は
、

右
の
七
四
年
ロ
シ
ア
語
版
に
か
な
り
手
が
加
え
ら
れ
た
八
九
年
改
訂
版
で
あ
る
。
こ

の
ロ
シ
ア
語
改
訂
版
が
出
た
同
じ
一
九
八
九
年
に
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
出
版
局
か

ら
、
英
語
版
改
訂
版
も
出
て
い
る
。
八
九
年
刊
の
ロ
シ
ア
語
原
著
と
英
語
版
と
は
、

基
本
的
に
内
容
は
変
わ
ら
な
い
が
、
章
と
節
に
よ
っ
て
、
や
や
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

こ
の
差
異
が
生
じ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
ち
か
く
原
著
者
に
た
し
か
め
て
み
た
い
。

第
二
巻
第
一
冊　
　

ロ
シ
ア
語
版
第
二
巻
に
は
『
ル
イ
セ
ン
コ
の
興
亡
』
と
『
ウ

ラ
ル
の
核
惨
事
』
以
外
に
、
ジ
ョ
レ
ス
の
他
の
作
品
も
含
ま
れ
る
。
日
本
語
版
は
こ

の
有
名
な
二
著
の
み
を
と
り
あ
げ
、『
ル
イ
セ
ン
コ
の
興
亡
』
を
第
一
冊
と
し
、
第

二
冊
に
『
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
』
を
あ
て
る
。

『
ル
イ
セ
ン
コ
の
興
亡
』
に
先
行
す
る
邦
訳
書
に
金
光
不
二
夫
訳
『
ル
イ
セ
ン
コ

学
説
の
興
亡
』
河
出
書
房
新
社
刊
、
が
あ
る
。
英
訳
者
の
マ
イ
ケ
ル
・
ラ
ー
ナ
ー
教

授
が
ジ
ョ
レ
ス
の
懇
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
光
に
露
文
テ
ク
ス
ト
を
見
せ
な
か
っ

た
た
め
、
金
光
は
、
底
本
に
英
語
版
し
か
使
用
で
き
な
か
っ
た
。
ラ
ー
ナ
ー
教
授
は
、

原
著
テ
ク
ス
ト
を
、
科
学
的
に
は
常
識
で
あ
り
、
あ
る
い
は
英
語
圏
読
者
に
は
関
心

が
な
い
と
い
う
判
断
か
ら
、
三
割
が
た
省
略
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
英
語
版
に
も
日

本
語
に
も
、
原
著
者
の
含
意
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
十
分
伝
わ
ら
な
い
箇
所
が
少
な
く
な

い
。
金
光
は
原
著
を
求
め
る
最
後
の
手
段
に
文
通
を
試
み
、
ジ
ョ
レ
ス
か
ら
一
〇
通

も
の
返
信
が
き
た
。
金
光
訳
の
巻
末
に
、
金
光
─
ジ
ョ
レ
ス
往
復
書
簡
が
添
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
英
訳
書
の
重
訳
と
、
か
な
り
の
省
略
が
も
つ
限
界
を
危
惧

し
た
金
光
は
、
将
来
、
原
著
テ
ク
ス
ト
を
入
手
し
、
改
訂
版
を
だ
し
た
い
と
、
あ
と

が
き
で
述
べ
て
い
た
。
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第
二
冊　
　

第
三
巻
は
『
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
』
に
あ
て
る
。
本
書
の
ロ
シ
ア
語

テ
ク
ス
ト
は
、
二
〇
〇
四
年
刊
行
の
露
文
著
作
集
第
二
巻
に
初
め
て
収
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
ジ
ョ
レ
ス
は
一
九
七
三
年
に
英
国
へ
の
研
究
出
張
中
に
ソ
連
国
籍
を
は

く
奪
さ
れ
、
以
後
ロ
ン
ド
ン
を
拠
点
に
旺
盛
な
活
動
を
続
け
て
き
た
が
、
講
演
も
会

見
も
、
著
書
も
論
文
も
、
ほ
と
ん
ど
英
語
・
英
文
で
お
こ
な
っ
た
。
ソ
連
当
局
は
国

内
で
ジ
ョ
レ
ス
に
母
国
語
の
出
版
を
容
認
し
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ジ
ョ
レ
ス
が

一
九
九
〇
年
に
ソ
連
国
籍
を
回
復
す
る
ま
で
、
彼
の
公
刊
物
は
す
べ
て
外
国
で
、
外

国
語
で
出
版
さ
れ
た
。『
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
』
も
そ
う
で
、
露
文
の
公
刊
物
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
ジ
ョ
レ
ス
に
は
、
自
身
の
露
文
テ
ク
ス
ト
は
あ
っ
た
。『
ウ
ラ
ル
の
核

惨
事
』
は
七
九
年
に
米
ノ
ー
ト
ン
社
か
ら
英
語
版
が
刊
行
さ
れ
、
同
書
を
底
本
に

八
二
年
に
梅
林
宏
道
訳
が
「
技
術
と
人
間
」
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

今
回
、『
日
本
語
版
選
集
』
第
三
巻
が
底
本
と
す
る
の
は
、
英
語
版
の
も
と
に
な
っ

た
露
文
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
で
あ
る
。

露
文
選
集
第
三
巻
・
第
四
巻
が
収
め
る
主
要
作
品　
　

今
回
、『
日
本
語
版
選
集
』

の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
、
ロ
シ
ア
語
版
選
集
の
第
三
巻
お
よ
び
第
四
巻
に
も
、
わ

が
国
の
読
者
に
お
馴
染
み
の
も
の
が
多
い
。
第
三
巻
は
、
一
九
七
一
年
に
英
マ
ク
ミ

ラ
ン
社
が
英
語
版
を
刊
行
し
た
著
名
な
『
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
文
書
（M

edvedev 
Papers

）』
の
一
部
を
な
す
長
文
の
論
稿
「
通
信
の
秘
密
は
法
に
よ
り
保
証
さ
れ
て

い
る
」
と
、
ジ
ョ
レ
ス
の
精
神
病
院
監
禁
を
描
い
た
兄
弟
共
著
『
狂
人
は
誰
か
』、

そ
し
て
ロ
イ
稿
「
知
ら
れ
ざ
る
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
─
─
ユ
ー
リ
ー
・
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
の

政
治
的
伝
記
」
の
三
作
品
が
中
心
で
あ
る
。

う
ちM

edvedev Papers

は
、
七
二
年
に
金
光
不
二
夫
訳
『
ソ
ビ
エ
ト
科
学
と

自
由
』
タ
イ
ム
・
ラ
イ
フ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
刊
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。『
狂

人
は
誰
か
』
は
七
七
年
に
、
石
堂
清
倫
訳
『
告
発
す
る
！　

狂
人
は
誰
か
？
』
三
一

書
房
刊
が
で
て
い
る
。「
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
の
政
治
的
伝
記
」
は
九
章
か
ら
な
る
大
部

の
作
品
で
あ
る
。選
集
収
録
以
前
に
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。ジ
ョ

レ
ス
の
作
品
に
八
三
年
刊
行
の
毎
日
新
聞
社
外
信
部
訳
『
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ　

ク
レ
ム

リ
ン
権
力
へ
の
道
』
毎
日
新
聞
社
刊
が
あ
る
。
ジ
ョ
レ
ス
は
、
ロ
イ
と
の
秘
密
の
文

通
回
路
（
後
述
）
で
入
手
し
た
モ
ス
ク
ワ
か
ら
の
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
関
連
情
報
に
多
く

を
依
拠
し
て
い
た
。

共
著
『
知
ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』　　

露
文
著
作
集
第
四
巻
は
、
兄
弟
が

二
〇
〇
一
～
〇
二
年
に
共
著
で
上
梓
し
た
『
知
ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』
と
、

一
九
八
三
年
刊
の
英
訳
書All Stalinʼs M

en

で
知
ら
れ
る
ロ
イ
著
『
ス
タ
ー
リ
ン

の
側
近
た
ち
』
を
収
め
る
。
前
者
は
二
〇
〇
三
年
に
二
段
組
の
五
〇
〇
頁
を
こ
え
る

浩
瀚
な
書
と
し
て
久
保
英
雄
訳
が
現
代
思
潮
新
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

第
三
巻
ま
で
は
旧
ソ
連
時
代
に
書
い
た
も
の
だ
が
、
第
四
巻
、
と
く
に
『
知
ら

れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』
は
、
兄
弟
が
、
党
解
体
・
体
制
崩
壊
後
に
機
密
解
除
に
な
っ

た
史
料
に
も
と
づ
き
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
を
め
ぐ
る
新
た
な
見
か
た

を
呈
示
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
当
然
そ
の
作
業
は
、『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』

の
今
日
的
な
検
証
を
ふ
く
む
も
の
と
な
る
。
本
書
序
文
は
、「
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
と

世
界
史
に
お
け
る
彼
の
役
割
に
た
い
す
る
本
当
に
深
い
理
解
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
」
で
あ
り
、
ソ
連
崩
壊
に
よ
っ
て
こ
そ
、「
レ
ー
ニ
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
歴
史
的

役
割
を
も
客
観
的
に
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
述
べ
る
。

さ
さ
き
・
よ
う
◎
一
九
六
九
年
、
北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
修
士
課
程
修

了
。
研
究
業
績
は
『
札
幌
学
院
大
学
経
済
論
集
』
四
号
（
筆
者
退
職
記
念
号
）、

二
〇
一
二
年
、
所
収
の
業
績
一
覧
を
参
照
。
定
年
退
職
後
は
、
①
ジ
ョ
レ
ス
＆
ロ

イ
・
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
の
研
究
、
②
原
子
力
安
全
神
話
の
謎
の
歴
史
の
研

究
、
③
世
界
最
大
企
業
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
を
前
衛
と
す
る「
小
売
革
命
」の
研
究
、
に

従
事
。
①
の
最
近
の
仕
事
は
本
拙
稿
付
表
を
参
照
。
②
は
詳
細
な
年
表
付
の
拙
稿

「
日
本
人
は
な
ぜ
、
地
震
常
習
列
島
の
海
浜
に
『
原
発
銀
座
』
を
設
営
し
た
か
？

│
三
・
一
一
原
発
震
災
に
至
る
原
子
力
開
発
の
内
外
略
史
試
作
年
表
」
前
掲
『
札

幌
学
院
大
学
経
済
論
集
』
四
号
、「
広
島
、
長
崎
、
ウ
ラ
ル
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
、

福
島
│
歴
史
に
刻
ま
れ
た
国
際
原
子
力
村
の
相
互
支
援
」
中
部
大
学
『
ア
リ
ー
ナ
』

一
七
号
、
を
参
照
。
③
は
、
昨
秋
、
ネ
ル
ソ
ン
・
リ
ク
テ
ン
ス
タ
イ
ン
著The Retail Revolution, 

二
〇
〇
九

の
拙
訳
書
『
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
は
な
ぜ
、
世
界
最
強
企
業
に
な
れ
た
の
か
』
を
金
曜
日
社
か
ら
出
版
し
た
。
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こ
う
し
て
兄
弟
は
、「
残
忍
な
専
制
君
主
の
個
人
崇
拝
の
ヴ
ェ
ー
ル
の
向
こ
う
に

は
、
考
え
た
り
、
思
い
直
し
た
り
、
途
方
も
な
い
意
志
の
力
を
も
ち
、
仕
事
好
き
な
、

な
か
な
か
の
知
恵
者
が
い
た
」、
と
し
て
あ
ら
た
な
「
ス
タ
ー
リ
ン
像
」
の
形
象
を

試
み
た
。

『
知
ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』
は
「
ス
タ
ー
リ
ン
と
核
兵
器
」、「
ス
タ
ー
リ
ン
と

科
学
」も
論
ず
る
。
そ
し
て
、ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
の
い
う「
収
容
所
群
島
」と
は
、

実
は
、
原
水
爆
の
開
発
を
猛
進
す
る
「
原
子
力
収
容
所
群
島
」
の
こ
と
で
あ
り
、「
機

動
性
に
富
み
、
本
質
的
に
は
奴
隷
労
働
で
あ
る
が
、
熟
練
労
働
の
、
ユ
ニ
ー
ク
な
供

給
源
で
あ
っ
た
」
ス
タ
ー
リ
ン
の
原
子
力
収
容
所
こ
そ
が
、世
界
史
が
「
核
の
時
代
」

に
踏
み
出
し
て
い
く
う
え
で
、
ひ
と
つ
の
規
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
歴
史

理
解
を
提
示
す
る
。

も
う
一
点
、
本
書
は
「
ス
タ
ー
リ
ン
が
中
東
に
打
ち
込
ん
だ
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題

の
楔
」
に
留
意
を
求
め
る
。
こ
れ
は
、
衆
知
の
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
『
文
明
の
衝
突
』
以

上
に
ス
リ
リ
ン
グ
な
指
摘
と
い
う
ほ
か
な
い（
１
）。

『
ス
タ
ー
リ
ン
の
側
近
た
ち
』　　
ロ
イ
著
『
ス
タ
ー
リ
ン
の
側
近
た
ち
』
に
邦

訳
書
は
な
い
。
同
書
は
、
モ
ー
ロ
ト
フ
、
カ
ガ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
、
ミ
コ
ヤ
ン
、
ヴ
ォ
ロ

シ
ー
ロ
フ
、
マ
レ
ン
コ
フ
、
そ
し
て
、
ス
ー
ス
ロ
フ
を
と
り
あ
げ
た
。
英
訳
書
は
あ

る
が
、
本
国
で
ロ
シ
ア
語
版
が
出
た
の
は
グ
ラ
ス
ノ
チ
の
す
す
ん
だ
一
九
八
九
年
で

あ
る
。
興
味
ぶ
か
い
こ
と
に
、ロ
イ
に
よ
る
こ
の
「
側
近
た
ち
」
の
研
究
の
蓄
積
が
、

世
紀
末
か
ら
今
世
紀
に
か
け
て
の
ふ
た
り
の
『
知
ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』
研
究
に

生
か
さ
れ
て
い
く
。
兄
弟
が
、
露
文
選
集
第
四
巻
に
『
知
ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』

と
と
も
に『
ス
タ
ー
リ
ン
の
側
近
た
ち
』を
収
め
た
理
由
を
、筆
者
は
そ
う
推
測
す
る
。

八
九
年
版
『
側
近
た
ち
』
で
最
終
章
に
登
場
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
担
当
の
第
一
枢
機

卿
ス
ー
ス
ロ
フ
（
自
分
の
死
後
も
命
を
ま
も
る
「
後
継
者
」
と
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
自

ら
が
死
の
半
年
前
、
五
二
年
一
〇
月
末
の
第
一
九
回
党
大
会
で
中
央
委
員
会
幹
部
会

員
に
抜
擢
し
て
い
た
）
が
、『
知
ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』
像
を
形
象
す
る
謎
解
き
で
、

極
め
て
重
要
な
配
役
を
演
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
の
著
作
史
年
表　
　
『
日
本
語
版
選
集
』
が
収
め
る
作

品
が
、
ジ
ョ
レ
ス
と
ロ
イ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
生
涯
の
ど
の
時
点
に
お
け
る
所
産
か
が
わ

か
る
よ
う
に
、
ふ
た
り
の
創
作
活
動
の
歩
み
を
一
覧
表
に
し
て
み
た
（
別
表
）。

人
権
出
版
社
に
よ
る
ロ
シ
ア
語
版
選
集
は
、『
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
』
の
ほ
か
は
、

露
文
テ
ク
ス
ト
の
あ
る
も
の
を
お
も
な
対
象
と
し
て
い
た
た
め
、著
名
な
も
の
で
も
、

ジ
ョ
レ
ス
の
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
農
業
』
や
『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
遺
産
』
の
よ
う
な
、

は
じ
め
か
ら
外
国
語
で
出
版
さ
れ
た
作
品
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

二　
『
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
』　

核
燃
サ
イ
ク
ル
基
地
＝
マ
ヤ
ー
ク
（
灯
台
）
の
核
廃
棄

　
　

物
爆
発
事
故

英
科
学
誌
に
寄
稿　
　

一
九
七
三
年
に
ソ
連
市
民
権
を
は
く
奪
さ
れ
た
ジ
ョ
レ

ス
を
、
留
学
先
で
あ
っ
た
英
国
医
学
研
究
所
が
研
究
所
員
と
し
て
迎
え
い
れ
た
。

七
六
年
に
ジ
ョ
レ
ス
は
、
英
科
学
誌N

ew
 Scientist

創
刊
二
〇
周
年
特
集
号
に

寄
稿
し
た
論
文
「
異
論
派
の
二
〇
年（
２
）」

で
、「
指
導
的
原
子
物
理
学
者
と
迫
害
さ
れ

た
遺
伝
学
者
を
つ
な
ぐ
最
重
要
な
出
来
事
こ
そ
、
一
九
五
七
年
か
五
八
年
に
起
こ
っ

た
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
で
あ
り
」、
事
故
は
「
原
子
炉
が
放
出
さ
れ
た
放
射
性
廃
棄
物
」

に
よ
る
も
の
だ
と
述
べ
た
。

こ
の
寄
稿
を
欧
米
主
要
紙
が
と
り
あ
げ
、
各
国
の
核
専
門
家
の
多
く
が
否
定
的
な

コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
る
な
か
で
、
と
く
に
、
英
原
子
力
委
員
会
議
長
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ル
卿

が
、
ジ
ョ
レ
ス
説
を
「
た
わ
ご
とrubbish

」
あ
る
い
は
、「
空
想
科
学science-

fiction

」
と
一
蹴
し
た
。
米
紙
も
、
二
〇
年
前
に
起
き
た
暴
走
し
た
原
子
炉
に
よ
る

事
故
で
あ
る
と
い
う
情
報
筋
の
説
を
報
じ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ソ
連
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル



313 　ARENA2015   vol.18

●特別論考：ロシア革命1世紀を生きぬく視角─『ジョレス＆ロイ・メドヴェージェフ選集』日本語版刊行によせて─

（別表）ジョレス＆ロイ・メドヴェージェフ/Zhores & Roy Medvedev兄弟の主要科学論争・歴史・政治史・核問題関係の著作活動年表

1925
1938
1941
1943
1950
1951
1953
1956
1957

61-66
62-68
64-70
1968

1969

1970

1971

1972
1973
73-74
1974

1975

1976

76-77

1977

1978

1979

1980
1981
1982

1983

1984
1986

1987

1989

1990
1991
1992
1995
1997

1998

1999

2000
2002

02-04
2003
2004
2005
2007
2008
2010
2011

2012
2014
2015

著者年 初版等 邦訳版等著者
グルジアのチフリス（現トビリシ）で双子兄弟が誕生
スターリン大粛清の頂点。父（赤軍軍政大学の哲学講師。レニングラード大学の哲学講師も兼務）アレクサンドルが逮捕される
父アレクサンドル・メドヴェージェフ、極東マガダン地方コリマの銅鉱山ラーゲリで強制労働のため負傷、死亡
兄弟、17歳で「大祖国戦争」に従軍。ジョレスはクリミア半島に近い、独ソ戦激戦地タマン戦線で負傷。傷痍軍人として退役
ジョレス、ティミリャーゼフ（モスクワ）農科大学農芸化学・土壌学部卒業。同年、学位（博士候補）を取得
ロイ、レニングラード大学哲学・歴史学部卒業。のちに、働きながら通信教育制のソ連教育学大学で研究し、学位（博士候補）を取得
スターリン死
フルシチョフが第 20回党大会でスターリン批判。ロイがソ連共産党に入党（ジョレスは、百害あって一利なしと、一度も入党せず）
分子生物学専攻のジョレスが、アイソトープ（放射性同位元素）研究の第１回ユネスコ・パリ会議に出席。海外研究者との知己が広がる
ウラル山系キシュチュムの「マヤーク」核兵器製造施設（チェリャビンスク -40）の使用済み核燃料タンクが爆発＝「ウラルの核惨事」
	 Zh	 62年に初版『生物学と個人崇拝　農業生物学論争史（ルイセンコ学説の興亡）』、62、64年に改訂。サミズダートが異論派内や核物理学者に広まる
	 R	 62年末から『歴史の審判に向けて』の執筆開始。半年毎に改訂。サミズダートとして回覧され、異論派作家やサハロフらも注目
	 R	 『政治日誌』という名の文書を毎月５部刊行。定期読者は約 40名
サハロフの海外ベストセラー『進歩、平和共存と知的自由』が、『幻の大著 ( 歴史の審判にむけて Let History Judge)』の存在を公表
	 R	 Let History Judge: the Origins and Consequences of Stalinism (original text in Russian)
ロイ、『歴史の審判にむけて』の執筆活動を理由に、ソ連共産党から除名処分を受ける
	 Zh	 The Rise and Fall of T.D. Lysenko
ジョレス、『ルイセンコの興亡』の海外出版によりオブニンスク放射線医学研究所を解雇される
ジョレス、精神病院に監禁される。ソ連内外の科学者や作家の抗議で釈放される。「朝日」や「毎日」など、日本でも報道
	 R	 Let History Judge: the Origins and Consequences of Stalinism (in English)
	 Zh	 The Medvedev papers: fruitful meetings between scientists of the world
	ZhR	 A Question of Madness	 Zh	 金光不二夫訳『ルイセンコ学説の興亡』河出書房新社
ＫＧＢが、ロイ著 Let History  Judge の英語版刊行を知り、９月にロイ逮捕を決定、10月にロイ宅家宅捜査、勉権・原稿を没収し、ロイ召還
ロイは、逮捕を避け、10 ～ 12月にソ連各地を変装し、逃避行。英語版公刊で、世界の有名著作家になったロイを、ＫＧＢは逮捕できず
			   Zh	 金光訳『ソビエト科学と自由』タイム・ライフ社（Medvedev Papers）
	 R	 On Socialistic Democracy (in Russian)
ジョレスが英国への研究出張中にソ連市民権を剥奪される。以後、ロンドンを拠点に執筆継続、米国など各国で講演
			   R	 石堂清倫訳『共産主義とは何か（上・下）』三一書房（Let History Judge）
	 Zh	 Ten Years after Ivan Denisovich	 Zh	 安井侑子訳『ソルジェニーツィンの闘い』新潮社 (Ten Years after….)
ロイ、家宅捜査受け、異論派資料を没収される	 R	 石堂清倫訳『社会主義的民主主義』三一書房
	 Zh	 Secrecy of Correspondence Is Guaranteed by Law
	 Zh	 National Frontiers & International Scientific Coopersation
	ZhR	 Khrushchev: The Years in Power
	 Zh	 英科学誌『New Scientist』  にウラル核惨事に関し投稿 “Two Decades of Dissidence”。世界の核開発当局と科学界に波紋
	( ジョレスの「ウラルの核惨事」公表に、英原子力委員会議長ジョン・ヒル卿が、放射性廃棄物の爆発はありえない、と一蹴 )
英日曜紙『Obserber』副編集長が、ジョレスに助言：「情報公開法に則して米国ＣＩＡにウラル核事故の情報開示を請求されたし」
			   R	 ロイ編集／石堂清綸他訳『ソヴエト反体制』第１・第２輯、三一書房
	 Zh	 英誌『New Scientist』 に新稿 “Facts behind the Soviet Nuclear Disaster”。オークリッジやロスアラモスの核開発当事者が注目
	（オークリッジとブルックヘヴン、アルゴンヌの国立研究所、プリンストン大学などから「ウラル核惨事」研究会への招へい相次ぐ）
	 R	 Problems into the Literary Biography of Mikhail Sholokhov
	 Zh	 Hazards of Nuclear Power (with A. Roberts)	 ZhR	 石堂清綸訳『告発する！狂人は誰か』三一書房
	ラルフ・ネーダーと米紙『ワシントンポスト』が、ジョレスの指摘（使用済み核燃料の爆発事故）を裏づけるＣＩＡ開示情報を公表
	 Zh	 Soviet Science	 R	 佐藤紘毅訳『ソ連における少数意見』岩波新書
	 R	 Philip Mironov and the Russian Civil War (with S. Starikov)
ジョレス、米ロスアラモス国立研で水爆の父レドワード・テラーに対峙。テラーが、自説の「ウラル核汚染の水爆実験失敗説」に固執
	 Zh	 Nuclear Disaster in the Urals
	（Ｊ・ヒル卿の抗告で遅延していた本書公刊を、「スリーマイル島原発メルトダウン」事故の発生で、出版社が決断、市販開始）
	 R	 On Soviet Dissent（in Italian）
	 R	 Nikolai Bukharin: The Last Years (in Italy)	 R	 石堂清倫訳『失脚から銃殺まで――ブハーリン』三一書房
	 R	 On Stalin and Stalinism	 ZhR	 下斗米伸夫訳『フルシチョフ権力の時代』御茶の水書房（1980年刊）
ロイが、モスクワのスヴェルドロフ選挙区で「1979年選挙」集団を代表しソ連最高会議代議員候補選挙に立候補、80年、81年にも立候補
	 R	 The October Revolution (published in 1979)	 R	 石堂清倫訳『スターリンとスターリン主義』三一書房
	 R	 Leninissm & Western Socialism	 Zh	 熊井謙治訳『ソ連における科学と政治』みすず書房 (1981年刊 )
	 R	 Khruschev	 Zh	 梅林宏道訳『ウラルの核惨事』技術と人間
	 Zh	 Andropov
	 R	 All Stalin’s Men	 Zh	 毎日新聞外信部訳『アンドロポフ　クレムリン権力への道』毎日新聞社
	 R	 Nikolai Bukharin: The Last Years (in English)
	ロイ、モスクワのアパートで自宅軟禁。アパートに検問所ができる
ソ連ウクライナ共和国チェルノブイリ原子力発電所で事故
	 Zh	 Gorbachev
	 R	 China & the Superpower
	 Zh	 Soviet Arriculture（佐々木洋が 1995年に邦訳）	 Zh	 毎日新聞外信部訳『ゴルバチョフ』毎日新聞社
ジョレスが、日本外務省の内密の招へいにより、初の来日。意味あるゴルバチョフ情報が乏しい外務省当局者に東京でレクチャー
ロイが、初代ソ連最高会議人民代議員のひとりに当選。サハロフ、シチェルバク、アラ・ヤロシンスカヤらも続々当選
ソ連最高会議が、ロンドからジョレス・メドヴェージェフを招へい、「ウラル核惨事」問題を審議。ソ連政府が「1957年惨事」の事実を認証
ロイが、ソ連共産党に復党。ベルリンの壁崩壊
ゴルバチョフ政府がジョレスのソ連市民権を回復	 R	 ロイ／キエザ共著『証言 内側から見たペレストロイカ』毎日新聞社
ソ連邦崩壊。ソ連共産党解体
	 Zh	 Legacy of Chernobyl	 Zh	 吉本晋一郎訳『チェルノブイリの遺産』みすず書房
			   Zh	 佐々木洋訳『ソヴィエト農業；1917-1991』北海道大学図書刊行会
	 R	 Russian Revolution in 1917 (in Russian in 1998)	 R	 石井規衛訳『10月革命』未來社（1998年刊）
ジョレス二度目の来日。札幌学院大学 50周年国際シンポジウムで基調講演。北大スラブ研究センターおよび札幌大学でも講演
	 R	 Capitalism in Russia? (in Russia)	 R	 石井規衛・沼野充義監修『1917年のロシア革命』現代思潮新社
			   Zh	 『市場社会の警告―シンポジウム 市場社会と共生の原理』現代思潮社
	 R	 New Crisis of Russia (In Russian)	 R	 海野幸男・渡辺寛美訳『ロシア危機――1998年夏』 現代思潮社
			   R	 ロシアは資本主義になれるか？』（加藤志津子・蓮見雄訳 , 現代思潮社
ロイが、『ロシアは資本主義になれるか？』の出版を機に、東京大学、北海道大学、札幌学院大学など、日本各地の大学で講演
	 R	 Putin's Enigna (in Russian)	 R	 海野幸男訳『プーチンの謎』 現代思潮新社
	ZhR	 Unknown Stalin (in Russian)
	 Zh	 Stalin and the Jewish Question
	ZhR	 選集全４巻 Selected Works, I -IV (in Russian)
			   ZhR	 久保英雄訳『知られざるスターリン』 現代思潮新社
	ZhR	 Solzhenitsyn and Sakharov: Two Prophets (in Russian)
			   ZhR	 大月晶子訳／佐々木解題 , 『ソルジェニーツィンとサハロフ』現代思潮新社
	 Zh	 Nutrition and Longevity (in Russian)	 R	 海野幸雄訳／佐々木洋対談・評註『スターリンと日本』現代思潮新社
	 Zh	 Polonium in London (in Russian)
	ZhR	 Memouirs 1925-2010（in Russian）
ジョレスが、３・１１福島原発震災をうけ、「キシュチュム、チェルノブイリ、そしてフクシマ」を『週刊金曜日』847号に寄稿（拙訳稿）
	 R	 And Quiet Flows the Don; Puzzles and Discoveries of the Great Novel (in Russian)
			   ZhR	 佐々木洋監訳／天野尚樹訳『回想 1925-2010』現代思潮新社
	 Zh	 Dangerous Occupation(in Russian)90歳記念エッセー執筆つづく（2015年 8月現在までに 78編のエッセーが筆者にとどく）
			   ZhR	 現代思潮新社版の選集全二巻四冊の刊行計画が固まる

注：１．Zh は Zhores 著の、R はロイ著の、ZhR は兄弟共著の略。２．本リストは、ジョレスの加齢学や分子生物学の専門分野の著作を含まない。
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に
移
住
し
た
ワ
イ
ツ
マ
ン
研
究
所
の
ト
ゥ
メ
ル
マ
ン
教
授
が
、
ジ
ョ
レ
ス
説
を
う
ら

づ
け
る
よ
う
な
、
南
ウ
ラ
ル
の
核
事
故
現
場
の
近
く
を
通
過
し
た
一
九
六
〇
年
当
時

の
見
聞
を
、
新
聞
に
投
稿
し
、
こ
こ
に
、「
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
」（
ソ
連
は
一
九
八
九

年
ま
で
沈
黙
）
が
、
科
学
界
の
ひ
と
つ
の
関
心
の
的
に
な
っ
て
い
く
。

二
度
目
の
投
稿
と
全
米
各
大
学
・
研
究
所
か
ら
の
ジ
ョ
レ
ス
招
聘　
　

そ
こ
で

ジ
ョ
レ
ス
は
、
ま
ず
米
国
の
雑
誌
記
事
索
引
に
あ
た
り
、
次
に
、
大
英
図
書
館
そ
の

他
、
英
国
で
閲
覧
で
き
る
ソ
連
文
献
を
渉
猟
、
必
要
な
コ
ピ
ー
も
入
手
し
て
、
ウ
ラ

ル
の
大
惨
事
の
性
質
と
規
模
、
放
射
能
汚
染
地
域
の
現
状
を
客
観
的
な
分
析
に
あ

た
っ
た
。
ジ
ョ
レ
ス
は
、
前
掲
誌
に
再
び
投
稿
し
た
論
文
「
ソ
連
核
惨
事
の
背
後
に

あ
る
事
実（
３
）」

で
、
こ
の
分
析
の
概
略
と
と
も
に
、
一
九
五
八
年
に
、
ジ
ョ
レ
ス
の
当

時
の
上
司
で
あ
る
テ
ィ
ミ
リ
ャ
ー
ゼ
フ
農
科
大
学
ク
レ
チ
コ
フ
ス
キ
ー
教
授
（
ウ
ラ

ル
惨
事
の
核
汚
染
調
査
チ
ー
ム
責
任
者
）
か
ら
聞
い
て
い
た
ウ
ラ
ル
核
惨
事
の
特
徴

を
提
示
し
た
。

ジ
ョ
レ
ス
の
七
七
年
の
英
誌
再
投
稿
に
は
、
米
国
の
核
開
発
に
深
く
か
か
わ
る

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
や
ア
ル
ゴ
ン
ヌ
、ロ
ス
ア
ラ
モ
ス
な
ど
の
国
立
研
究
所
が
注
目
し
た
。

も
と
も
と
生
体
の
分
化
と
老
化
（
加
齢
）
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
、
そ
の
過
程
で
放
射
線

に
起
因
し
て
現
れ
る
体
細
胞
の
突
然
変
異
の
研
究
者
と
し
て
、
全
米
各
地
の
大
学
や

加
齢
学
の
国
際
学
会
な
ど
か
ら
講
演
依
頼
が
あ
っ
た
ジ
ョ
レ
ス
に
、
ウ
ラ
ル
核
惨
事

を
め
ぐ
る
講
演
と
研
究
会
へ
の
招
へ
い
が
加
わ
り
、
か
つ
て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
を

さ
さ
え
、
現
在
も
米
国
の
核
開
発
の
諸
研
究
に
か
か
わ
る
国
立
研
究
機
関
の
専
門
家

と
議
論
す
る
機
会
が
訪
れ
た
の
で
あ
る
。

ソ
連
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
要
＝
マ
ヤ
ー
ク
（
灯
台
）　　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

以
前
の
最
大
の
核
事
故
で
あ
る
一
九
五
七
年
秋
の
ウ
ラ
ル
核
惨
事
は
、
放
射
性
廃
棄

物
の
爆
発
事
故
だ
っ
た
。
こ
の
廃
棄
物
は
マ
ヤ
ー
ク
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
産
炉
が
放

出
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
の
今
で
も
マ
ヤ
ー
ク
に
は
原
発
と
原
潜
で
使
用

済
み
の
核
燃
料
が
再
処
理
の
た
め
に
搬
入
さ
れ
て
く
る
。
旧
ソ
連
の
軍
事
関
係
施
設

を
偵
察
衛
星
で
監
視
す
る
以
前
、
米
軍
は
Ｕ-

２
高
高
度
偵
察
機
を
飛
ば
し
て
い
た

が
、
一
九
六
〇
年
に
Ｕ-

２
機
撃
墜
事
故
が
起
き
た
の
も
、
南
ウ
ラ
ル
の
こ
の
秘
密

の
核
開
発
拠
点
地
域
で
あ
る
。

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
と
ロ
ス
ア
ラ
モ
ス
の
対
照
的
反
応　
　
『
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
』
は
、

英
科
学
誌
の
二
論
文
と
、
米
国
で
の
一
連
の
講
演
準
備
を
再
構
成
し
た
も
の
と
い
え

る
。
ジ
ョ
レ
ス
は
放
射
能
に
よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
損
傷
と
修
復
可
能
性
の
論
争
点
に
は
通

じ
て
い
る
が
、
放
射
性
廃
棄
物
（
核
の
ゴ
ミ
）
や
放
射
線
生
態
学
の
専
門
家
で
は
な

い
。
だ
が
ジ
ョ
レ
ス
は
米
国
の
核
開
発
セ
ン
タ
ー
の
専
門
家
を
前
に
ま
っ
た
く
動
じ

な
か
っ
た
。
ジ
ョ
レ
ス
は
い
う
。「
自
分
の
利
点
は
一
つ
し
か
な
い
。
し
か
し
わ
た

し
は
、
西
側
科
学
者
が
完
璧
に
無
視
し
続
け
て
き
た
露
文
雑
誌
掲
載
の
ソ
連
の
放
射

線
生
態
学
研
究
を
自
由
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
、
米
国
人
研
究
者
の
だ
れ
よ

り
も
有
利
で
あ
る
。
ウ
ラ
ル
の
悲
劇
的
な
核
事
故
の
あ
と
、
ソ
連
で
は
公
開
・
非
公

開
の
核
災
害
分
野
の
環
境
研
究
が
数
多
く
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る（
４
）」

と
。

ソ
連
の
学
術
雑
誌
に
載
っ
た
ウ
ラ
ル
核
惨
事
研
究
は
、
検
閲
の
た
め
、
場
所
、
時
間
、

強
度
、
な
ど
を
特
定
し
て
い
な
い
。

だ
が
、
戦
前
日
本
の
「
ふ
せ
字
」
が
識
者
に
は
無
用
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
検
閲

が
厳
格
な
文
献
で
も
関
連
論
文
を
ク
ロ
ス
し
て
読
め
ば
、
事
情
に
精
通
す
る
関
係
者

に
は
容
易
に
謎
解
き
が
で
き
る
。

長
年
、
旧
ソ
連
と
ロ
シ
ア
の
放
射
線
防
護
の
責
任
者
を
つ
と
め
、
い
わ
ば
ロ
シ

ア
「
原
子
力
村
」
の
歴
史
の
裏
表
に
通
じ
た
レ
オ
ニ
ー
ド
・
イ
リ
ー
ン
元
ソ
連
医
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
副
総
裁
が
、
右
の
よ
う
な
旧
ソ
連
の
国
家
機
密
の
謎
解
き
を
し
た
、

「
非
の
う
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
事
例
と
し
て
、
著
名
な
異
論
派
（
反
体
制
派
知
識
人
）

で
あ
る
ジ
ョ
レ
ス
・
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
が
実
行
し
た
、
湖
や
河
川
の
放
射
線
生
態

学
に
関
す
る
ソ
連
学
術
文
献
に
た
い
す
る
見
事
な
分
析
が
あ
る（
５
）」

と
述
べ
て
い
た
ほ
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ど
で
あ
る
。

ジ
ョ
レ
ス
は
、
本
書
第
四
章
か
ら
一
一
章
ま
で
、
南
ウ
ラ
ル
で
大
き
な
核
汚
染

事
故
が
複
数
回
お
き
、
被
災
地
域
が
広
範
に
及
ぶ
こ
と
を
水
草
、
魚
類
、
哺
乳
類
、

渡
り
鳥
、
土
中
生
物
、
森
林
な
ど
の
被
ば
く
状
況
と
生
態
変
化
に
即
し
て
、
ロ
シ
ア

語
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
文
献
に
依
拠
し
て
整
理
・
解
説
し
て
い
く
。

講
演
が
終
わ
る
と
、
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
の
講
演
会
場
を
埋
め
た
六
～
七
百
人
か
ら

期
せ
ず
し
て
ス
タ
ン
デ
ィ
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
た
。
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
研
究
所
で

は
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
蒐
集
し
た
ウ
ラ
ル
核
惨
事
関
連
情
報
を
調
査
研
究
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
活
動
し
て
い
た
。
本
書
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
諜
報
情
報
を
知
り
つ
つ
、
Ｃ
Ｉ
Ａ

の
分
析
力
を
圧
倒
す
る
ジ
ョ
レ
ス
講
演
に
う
た
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

実
は
米
国
も
、
核
の
生
産
拠
点
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
原
子
炉
か
ら
放
出
さ
れ
た
放

射
性
廃
棄
物
の
処
理
を
め
ぐ
っ
て
、
あ
や
う
く
ウ
ラ
ル
惨
事
型
の
危
機
を
免
れ
た
経

験
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
核
開
発
の
当
事
者
も
、
ジ
ョ
レ
ス
の
所
説
に
対
応
が
こ
と

な
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
系
移
民
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
テ
ラ
ー
に
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
へ

の
恨
み
が
あ
る
。
米
国
の
核
開
発
の
旗
印
が
、「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
か
ら
「
反
ス
タ
ー

リ
ン
（
反
ソ
）」
に
移
行
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
促
し
た
の
が
ス
タ
ー
リ
ン
体

制
そ
の
も
の
で
な
い
か
。

た
だ
し
、
そ
れ
は
『
知
ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』
第
二
部
の
「
原
子
力
収
容
所
」

の
論
点
で
あ
る
。

Ｊ
・
ヒ
ル
卿
の
抵
抗
と
Ｔ
Ｍ
Ｉ
チ
ャ
イ
ナ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム　
　

英
誌
二
論
文
と

米
国
講
演
を
通
じ
て
、『
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
』
の
契
約
も
執
筆
も
印
刷
も
す
す
ん
だ
。

ご
覧
の
よ
う
に
第
一
章
に
は
、
ヒ
ル
卿
が
、
ジ
ョ
レ
ス
説
を
「
た
わ
ご
と
」、「
空
想

科
学
」
と
評
し
た
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
英
国
に
は
存
命
す
る
人
物
を
誹
謗
中
傷
す

る
本
を
刊
行
す
る
と
出
版
社
が
告
訴
さ
れ
る
法
律
が
あ
る
。
米
国
で
は
著
者
が
裁
判

に
か
け
ら
れ
る
。「
た
わ
ご
と
」
も
「
空
想
科
学
」
も
、報
道
の
言
葉
で
あ
っ
て
、ジ
ョ

レ
ス
の
創
作
で
は
な
い
。

一
九
七
九
年
三
月
、
米
国
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
で
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
事
件
が
起

き
た
。
折
か
ら
ハ
イ
ウ
ッ
ド
制
作
の
「
チ
ャ
イ
ナ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
が
封
切
さ
れ
て

い
た
。
こ
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
を
、
単
な
る
「
た
わ
ご
と
」
と
か
「
空
想
」
と
片
づ

け
ら
れ
な
い
核
の
時
代
の
現
実
が
、
出
版
社
の
背
中
を
押
し
た
。

米
国
へ
の
講
演
旅
行
が
「
ソ
ヴ
ィ
ト
科
学
史
」
研
究
を
誘
う　
　

ソ
連
国
籍
を

は
く
奪
さ
れ
、
留
学
先
の
ロ
ン
ド
ン
の
英
国
医
学
研
究
所
に
迎
え
ら
れ
た
ジ
ョ
レ
ス

に
、
米
国
お
よ
び
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
講
演
依
頼
が
あ
い
つ
い
だ
。『
ル
イ

セ
ン
コ
の
興
亡
』
の
著
者
で
あ
り
、「
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
」
で
知
ら
れ
る
ジ
ョ
レ
ス
に
、

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
Ｒ
・
タ
ッ
カ
ー
教
授
ら
は
、
核
開
発
で
米
国
を
猛
追
し
、
ス

プ
ー
ト
ニ
ク
を
飛
ば
し
た
、
ソ
連
の
科
学
の
歴
史
に
つ
い
て
講
演
す
る
よ
う
要
請
し

た
。
ジ
ョ
レ
ス
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
下
の
巨
大
科
学
推
進
体
制
の
歴
史
研
究
に
踏

み
込
ん
で
い
く
。
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
が
、「
シ
ャ
ラ
ー
シ
カ
＝
囚
人
科
学
者
の
獄
内

研
究
施
設
」
の
果
た
し
た
役
割
の
研
究
で
あ
る
。
航
空
機
設
計
者
ツ
ポ
レ
フ
や
、
ス

プ
ー
ト
ニ
ク
を
飛
ば
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
者
コ
ロ
リ
ョ
フ
は
囚
人
科
学
者
で
あ
っ

た
。
オ
ブ
ニ
ン
ス
ク
放
射
性
医
学
研
究
所
の
ジ
ョ
レ
ス
の
上
司
テ
ィ
モ
フ
ー
エ
フ=

レ
ソ
フ
ス
キ
ー
も
元
囚
人
科
学
者
だ
っ
た
。
講
演
の
成
果
が
『
ソ
連
に
お
け
る
科
学

と
政
治
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
く
。

ウ
ラ
ル
核
惨
事
が
エ
リ
ー
ト
科
学
者
と
若
手
異
論
派
を
む
す
ぶ　
　

一
九
五
六

年
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
秘
密
報
告
で
ソ
連
で
も
、
ス
タ
ー
リ
ン
粛
清
の
内
情
を
知
っ
た

若
い
政
治
的
異
論
派
が
登
場
し
た
が
、
彼
ら
は
ソ
連
軍
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
介
入
直
後
に

一
斉
逮
捕
さ
れ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
粛
清
の
犠
牲
者
数
百
万
人
の
名
誉
回
復
が
進
行
中

で
あ
っ
た
た
め
、
そ
し
て
西
側
の
眼
が
ス
エ
ズ
動
乱
に
向
け
ら
れ
る
中
で
、
ソ
連
の

若
い
数
百
人
の
逮
捕
は
注
目
を
浴
び
な
か
っ
た
。
科
学
界
の
エ
リ
ー
ト
を
含
む
、
フ

ル
シ
チ
ョ
フ
に
異
議
を
唱
え
る
知
識
人
グ
ル
ー
プ
と
、
若
手
研
究
者
や
学
生
の
グ
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ル
ー
プ
と
に
も
、
今
な
お
接
点
が
乏
し
か
っ
た
。

だ
が
、
ジ
ョ
レ
ス
ら
若
手
民
主
派
科
学
者
と
真
面
目
な
エ
リ
ー
ト
科
学
者
を
隔

て
た
垣
根
が
一
九
六
二
～
六
四
年
頃
に
は
失
わ
れ
、
双
方
の
協
力
関
係
が
生
じ
た
。

垣
根
を
取
り
払
っ
た
の
が
、「
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
」
だ
っ
た
。
核
物
理
学
者
た
ち
が
、

放
射
線
生
物
学
と
遺
伝
学
の
問
題
に
極
端
に
神
経
質
に
振
舞
う
よ
う
に
な
り
、
政
府

も
つ
い
に
放
射
線
生
物
学
、
放
射
線
医
学
、
医
学
の
分
野
で
古
典
的
遺
伝
学
を
合
法

化
す
る
措
置
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
予
知
で
き
た
は
ず
の
も
の
を
、
そ
の

可
能
性
を
信
じ
な
か
っ
た
こ
と
で
起
き
た
こ
の
核
惨
事
が
、
核
物
理
学
者
の
状
況
を

変
え
た
。
彼
ら
は
、
放
射
能
の
真
の
危
険
性
、
核
爆
発
の
真
の
影
響
を
十
分
に
認
識

し
た
の
で
あ
る（
６
）。

『
ソ
連
に
お
け
る
科
学
と
政
治
』　　
ジ
ョ
レ
ス
は
言
う
。「
多
く
の
国
家
勲
章
や

政
治
面
で
の
評
価
、
称
号
、
賞
、
学
位
、
そ
し
て
重
要
な
地
位
ま
で
が
す
べ
て
そ
の

威
信
を
侵
食
さ
れ
、
下
落
し
た
。
…
…
科
学
界
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
重
層
構
造
の
崩
壊

は
、
若
い
政
治
的
に
活
発
な
グ
ル
ー
プ
と
エ
リ
ー
ト
層
の
よ
り
正
直
な
代
表
と
の
密

接
な
接
触
を
い
っ
そ
う
簡
単
に
し
た
」。
五
七
〜
五
八
年
頃
、想
像
す
ら
で
き
な
か
っ

た
事
態
が
六
二
〜
六
四
年
に
お
こ
り
始
め
た
。「
両
世
代
の
協
力
や
友
好
が
可
能
に

な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
年
上
の
、
特
権
に
恵
ま
れ
た
世
代
が
、
若
い
同
僚
た
ち
の
政

治
的
異
議
申
し
立
て
を
直
接
に
支
持
し
た
。
彼
ら
は
サ
ミ
ズ
ダ
ー
ト
（
地
下
出
版
）

網
を
組
織
す
る
た
め
の
資
金
援
助
を
行
な
い
、
サ
ミ
ズ
ダ
ー
ト
の
著
作
を
守
り
、
再

生
産
す
る
た
め
の
設
備
を
提
供
し
、問
題
に
巻
き
込
ま
れ
た
人
々
を
強
力
に
励
ま
し
、

擁
護
し
た
」。
ジ
ョ
レ
ス
や
ロ
イ
の
サ
ミ
ズ
ダ
ー
ト
が
受
け
い
れ
ら
れ
た
ひ
と
つ
の

背
景
で
あ
る（
７
）。

三　
『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』（
旧
邦
訳
名
『
共
産
主
義
と
は
何
か
』）
を
書
か
せ
た

　
　

の
は
だ
れ
か
？

旧
ソ
連
・
ロ
シ
ア
の
現
代
史
を
、
ス
タ
ー
リ
ン
お
よ
び
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
歴

史
と
の
か
か
わ
り
な
し
に
論
ず
る
歴
史
家
は
い
な
い
。
ロ
イ
の
『
歴
史
の
審
判
に
向

け
て
─
ス
タ
ー
リ
ン
に
主
義
の
起
源
と
帰
結
』
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン
主

義
の
研
究
史
に
お
け
る
記
念
碑
的
な
労
作
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
こ
で
ロ
イ
著
『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
が
陽
の
目
を
み
る
ま
で
の
お
も
な

経
緯
を
み
て
お
こ
う
。

ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
も
ロ
イ
著
の
初
版
を
読
ん
で
い
た　
　

ロ
イ
が
『
歴
史
の
審
判

に
向
け
て　

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
起
源
と
帰
結
』
を
書
き
は
じ
め
た
の
は
一
九
六
二

年
。
第
二
○
回
と
第
二
二
回
の
党
大
会
後
に
は
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
合
法
的
な
テ
ー

マ
で
あ
り
、新
聞
雑
誌
に
も
収
容
所
体
験
な
ど
の
様
々
な
記
事
を
み
か
け
た
。ス
タ
ー

リ
ン
の
犠
牲
に
な
っ
た
囚
人
、
非
業
の
死
を
遂
げ
た
党
と
国
家
と
軍
の
旧
指
導
部
の

名
誉
回
復
が
続
い
て
い
た
。『
ノ
ー
ヴ
ィ
・
ミ
ー
ル
（
新
世
界
）』
の
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー

ツ
ィ
ン
著
『
イ
ワ
ン
・
デ
ニ
ソ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
一
日
』
の
掲
載
は
、
こ
の
種
の
作
品
や

回
想
の
出
現
を
刺
激
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
が
台
頭
し
支
配
的

現
象
に
な
っ
た
歴
史
全
体
の
系
統
的
な
研
究
は
現
わ
れ
な
か
っ
た
。

ソ
連
の
内
外
で
一
部
の
歴
史
家
が
そ
の
ス
タ
ー
リ
ン
問
題
を
と
り
あ
げ
て
い
た

が
、ロ
イ
は
当
時
、公
式
の
職
業
的
な
歴
史
家
で
な
い
た
め
、党
の
ア
ル
ヒ
ー
フ
（
歴

史
文
書
庫
）
を
閲
覧
で
き
る
立
場
に
な
か
っ
た
。
一
九
五
一
年
に
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ト

大
学
（
現
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
）
哲
学
歴
史
学
部
を
卒
業
し
た
ロ
イ
は
、

歴
史
教
師
と
し
て
ウ
ラ
ル
地
方
に
赴
任
後
、ヴ
ィ
ボ
ル
グ
（
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
地
方
）

近
く
の
中
等
学
校
に
異
動
に
な
っ
た
。
校
長
に
任
命
さ
れ
た
ロ
イ
は
、
働
き
な
が
ら

研
究
す
る
通
信
教
育
の
教
育
大
学
大
学
院
に
所
属
し
、
学
位
取
得
後
、
モ
ス
ク
ワ
の
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教
科
書
を
編
集
・
出
版
す
る
出
版
社
の
編
集
長
代
理
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

職
責
を
こ
な
し
な
が
ら
「
歴
史
の
審
判
」
を
書
い
て
い
た
の
だ
。

一
九
六
四
年
末
に
は
草
稿
が
か
な
り
分
厚
く
な
っ
た
。
こ
の
執
筆
に
何
も
非
合

法
め
い
た
も
の
は
な
く
、
ロ
イ
の
党
員
仲
間
（
ロ
イ
は
一
九
五
六
年
、
第
二
〇
回
大

会
後
に
入
党
。
ジ
ョ
レ
ス
は
「
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」
と
入
党
せ
ず
）
で
あ
る
、

大
学
時
代
か
ら
の
友
人
に
は
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
や
モ
ス
ク
ワ
そ
の
他
の
党
組
織
の

要
職
に
つ
い
て
い
た
も
の
も
い
た
。
ジ
ョ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
ロ
イ
の
最
初
の
草
稿
の

読
者
に
は
、
当
時
の
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
書
記
の
イ
リ
ィ
チ
ェ
フ
と
ア
ン
ド
ロ

ポ
フ
も
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。

誰
が
ロ
イ
に
書
か
せ
た
の
か
？　
　

ロ
イ
が
依
拠
し
た
情
報
源
は
、
新
聞
の
公

表
記
事
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
す
で
に
数
百
人
が
残
し
て
い
た
未
公
刊
の
回
想
記
で
あ

り
、
ボ
ロ
ク
タ
、
ノ
リ
リ
ス
ク
、
ウ
ラ
ル
、
コ
ル
ィ
マ
、
カ
ラ
ガ
ン
ダ
な
ど
の
収
容

所
を
生
き
の
び
た
元
囚
人
の
思
い
出
で
あ
っ
た
。
ロ
イ
は
、ジ
ョ
レ
ス
と
の
共
著『
回

想　

一
九
二
五
〜
二
〇
一
〇
』
で
こ
う
述
べ
て
い
る（
８
）。

　

こ
れ
ら
の
人
び
と
は
、
わ
た
し
に
対
し
何
か
喜
ん
で
物
語
を
聞
か
せ
る
用
意

が
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
自
分
の
意
見
を
吐
露
し
て
く
れ
る
人
々
だ
っ
た
。
わ

た
し
の
名
前
が
、
往
年
の
「
コ
ル
ィ
マ
人
」
の
間
に
知
れ
わ
た
る
よ
う
に
な
る

と
、
矯
正
労
働
収
容
所
や
拷
問
の
刑
務
所
の
体
験
者
の
多
く
が
、
奴
隷
状
態
の

辛
い
体
験
を
語
り
聞
か
せ
る
た
め
に
、
そ
し
て
彼
ら
が
、
収
容
所
の
ほ
か
の
犠

牲
者
か
ら
打
ち
明
け
ら
れ
た
こ
と
の
す
べ
て
を
伝
え
聞
か
せ
る
た
め
に
、
彼
ら

自
身
で
わ
た
し
を
見
つ
け
出
そ
う
と
し
て
い
た
。

『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
は
、
右
の
よ
う
な
人
び
と
が
ロ
イ
の
筆
に
た
く
し
た

歴
史
書
で
あ
る
。

大
物
作
家
た
ち
の
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　
　

公
認
歴
史
家
で
な
い
ロ
イ
は
、
党

の
文
書
庫
は
閲
覧
で
き
な
か
っ
た
が
、シ
ー
モ
ノ
フ
、エ
レ
ン
ブ
ル
ク
、ト
リ
ー
フ
ォ

ノ
フ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
す
る
膨
大
な
史
料
を
閲
覧
で
き
た
。
か
れ
ら
大
作
家
は
、

惜
し
げ
も
な
く
、
自
分
の
莫
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ロ
イ
の
利
用
に
供
し
た
。
た
え

ず
更
新
さ
れ
つ
つ
あ
る
『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
の
ロ
イ
の
所
見
は
、作
家
に
と
っ

て
も
貴
重
な
情
報
だ
っ
た
。
ロ
イ
の
閲
覧
に
つ
い
て
興
味
あ
る
出
来
事
が
あ
っ
た
。

ト
リ
ー
フ
ォ
ノ
フ
の
父
は
、
ロ
シ
ア
南
部
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
機
関
の
創
設
者

の
ひ
と
り
で
あ
り
、
一
九
〇
五
年
と
一
七
年
の
革
命
の
参
加
者
で
あ
り
、
赤
軍
創
設

者
の
ひ
と
り
で
も
あ
っ
た
が
、
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
の
父
と
同
様
、
ス
タ
ー
リ

ン
の
粛
清
に
よ
り
非
業
の
死
を
遂
げ
た
。
通
常
、
こ
う
し
た
場
合
、
個
人
所
有
の
文

書
は
内エ
ヌ
・
カ
・
ヴ
ェ
・
デ

務
人
民
委
員
部
の
機
関
に
押
収
さ
れ
る
が
、
ト
リ
ー
フ
ォ
ノ
フ
家
が
も
つ
、

全
露
中
央
執
行
委
員
会
コ
サ
ッ
ク
部
の
、
秘
匿
さ
れ
封
印
さ
れ
た
文
書
群
は
、
そ
っ

く
り
見
逃
さ
れ
数
十
年
も
眠
っ
て
い
た
。
内
戦
時
代
の
ド
ン
地
方
の
コ
サ
ッ
ク
と
騎

兵
隊
の
運
命
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
ト
リ
ー
フ
ォ
ノ
フ
が
、
ロ
イ
に
、
労
農
赤
軍

の
「
赤
い
」
も
し
く
は
「
真
紅
の
」
の
ド
ン
地
方
コ
サ
ッ
ク
の
指
導
者
に
な
っ
た
、

民
主
主
義
派
の
将
校
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ミ
ロ
ー
ノ
フ
を
モ
デ
ル
に
歴
史
小
説
を
書
こ
う

と
し
て
い
る
元
第
二
騎
兵
軍
政
治
委
員
セ
ル
ゲ
イ
・
ス
タ
リ
コ
フ
の
共
同
執
筆
者
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
懇
請
し
た
。
ふ
た
り
が
ま
る
一
年
か
け
て
上
梓
し
た
の
が
『
フ
ィ

リ
ッ
プ
・
ミ
ロ
ー
ノ
フ
の
生
と
死
』
で
あ
り
、
そ
の
英
語
版
『
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ミ
ロ
ー

ノ
フ
と
ロ
シ
ア
内
戦
』
も
刊
行
さ
れ
た（
９
）。

元
囚
人
の
テ
ィ
モ
フ
ェ
ー
エ
フ=

レ
ソ
フ
ス
キ
ー
と
ヤ
ク
ボ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
の
収

容
所
体
験　
　

ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
文
学
が
『
収
容
所
群
島
』
で
描
い
た
ス
タ
ー

リ
ン
の
ソ
連
を
、
歴
史
学
の
立
場
か
ら
描
い
た
作
品
が
ロ
イ
の
『
歴
史
の
審
判
に
向

け
て
』
で
あ
る
。
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
自
身
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
収
容
所
か
ら
生
還

し
た
作
家
で
あ
る
が
、
こ
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
も
、
多
く
の
収
容
所
体
験
者
の
回
想
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記
と
証
言
に
基
づ
い
て
、
一
連
の
作
品
を
書
き
あ
げ
た
。
こ
う
し
て
彼
の
収
容
所
文

学
に
貴
重
な
素
材
を
提
供
し
た
多
く
の
元
囚
人
の
な
か
で
、
や
は
り
ジ
ョ
レ
ス
と
ロ

イ
の
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
の
創
作
活
動
に
も
大
き
く
寄
与
し
た
著
名
な
元
囚
人

が
二
人
い
る
。
元
囚
人
科
学
者
で
、
一
九
六
〇
年
代
に
オ
ブ
ニ
ン
ス
ク
放
射
線
医
学

研
究
所
で
ジ
ョ
レ
ス
の
上
司
と
な
る
ニ
コ
ラ
イ
・
テ
ィ
モ
フ
ェ
ー
エ
フ=

レ
ソ
フ

ス
キ
ー
と
、
ロ
イ
の
『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
の
も
っ
と
も
重
要
な
証
言
者
の
ひ

と
り
に
な
る
ミ
ハ
イ
ル
・
ヤ
ク
ボ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
で
あ
る
。
だ
が
、
元
囚
人
二
人
に
対

す
る
接
し
方
は
、メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
と
、ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
で
は
異
な
っ

て
い
た
。
ヤ
ク
ボ
ー
ヴ
ィ
チ
の
場
合
を
み
よ
う
。

ヤ
ク
ボ
ー
ヴ
ィ
チ
は
一
九
一
八
年
ま
で
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
主
要
な
活
動
家
で
、

一
九
三
〇
年
に
逮
捕
さ
れ
、
五
六
年
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
刑
務
所
や
収
容
所
に
い
た
。

彼
は
一
九
六
六
年
に
、
カ
ラ
ガ
ン
ダ
か
ら
ロ
イ
の
い
る
モ
ス
ク
ワ
に
来
て
、
内エ
ヌ
・務

人カ
・
ヴ
ェ
・
デ

民
委
員
部
の
機
関
が
ど
の
よ
う
に
三
〇
年
代
の
政
治
裁
判
劇
を
組
み
立
て
た
の
か

を
語
っ
た
。
ヤ
ク
ボ
ー
ヴ
ィ
チ
は
翌
六
七
年
に
、
と
き
の
ソ
連
検
事
総
長
あ
て
に
、

三
六
年
前
の
「
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
連
邦
ビ
ュ
ー
ロ
ー
裁
判
」
に
関
す
る
長
文
の
「
上

申
書
」
を
提
出
し
、
同
時
に
、
こ
の
「
上
申
書
」
を
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
と
ロ
イ

に
た
く
し
た
。
ロ
イ
は
付
託
に
こ
た
え
、『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
第
四
章
「
ス

タ
ー
リ
ン
崇
拝
の
は
じ
ま
り
」
で
第
三
項
の
「
一
九
二
八
～
三
一
年
の
政
治
裁
判
劇

の
偽
り
の
性
格
」
を
立
証
す
る
史
料
と
し
て
「
上
申
書
」
の
ほ
ぼ
全
文
を
再
現
し
て

い
る（

（（
（

。
『
収
容
所
群
島
』
に
よ
る
歪
曲
に
抗
議
す
る
ヤ
ク
ボ
ー
ヴ
ィ
チ　
　
『
収
容
所
群

島
』
も
第
一
部
「
牢
獄
産
業
」
の
第
一
〇
章
「
法
は
成
熟
す
る
」
で
、「
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
連
邦
ビ
ュ
ー
ロ
ー
裁
判
」
を
ス
タ
ー
リ
ン
が
政
治
裁
判
劇
で
上
演
し
た
出
し
物
の

か
ら
く
り
を
説
明
す
る
資
料
と
し
て
ヤ
ク
ボ
ー
イ
チ
の
「
上
申
書
」
を
と
り
あ
げ
た
。

と
こ
ろ
が『
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
の
闘
い
』（
邦
訳
・
新
潮
社
）の
著
書
が
あ
り
、も
っ

と
も
初
期
か
ら
の
作
家
の
理
解
者
・
協
力
者
の
ひ
と
り
だ
っ
た
ジ
ョ
レ
ス
が
非
常
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
と
い
う
よ
う
に
、
彼
の
「
上
申
書
」
の
と
り
あ
げ
方
は
、
実
に

荒
っ
ぽ
い
歪
曲
に
み
ち
た
も
の
で
、
そ
れ
は
、
単
な
る
間
違
い
で
は
な
く
ヤ
ク
ボ
ー

ヴ
ィ
チ
当
人
を
愚
弄
す
る
も
の
だ
っ
た
。
三
一
書
房
版
『
共
産
主
義
と
は
何
か
』
上

巻
の
二
〇
六
～
一
四
頁
と
、
新
潮
社
版
『
収
容
所
群
島
』
２
の
三
八
五
～
九
一
頁
を

ど
う
か
対
照
し
て
い
た
だ
き
た
い（

（（
（

。

一
九
七
五
年
、
ロ
イ
が
モ
ス
ク
ワ
で
編
集
し
て
い
た
政
治
論
文
集
『
二
○
世
紀
』

（
露
文
）
を
、
ジ
ョ
レ
ス
が
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
し
は
じ
め
た
と
き
、
こ
の
論
文
集
の

投
稿
者
の
ひ
と
り
だ
っ
た
ヤ
ク
ボ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
が
、
ロ
イ
と
ジ
ョ
レ
ス
に
、「
自
分

の
回
想
録
へ
の
序
文
に
、
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
の
書
い
た
「
一
件
」
は
完
全
に
歪

曲
さ
れ
て
い
る
と
い
う
説
明
を
入
れ
て
欲
し
い
」
と
依
頼
し
て
き
た
。
ジ
ョ
レ
ス
は

一
九
八
一
年
に
ロ
ン
ド
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
刊
行
さ
れ
た
論
文
集
『
二
○
世
紀
』

英
語
版
の
序
文
で
、
ヤ
ク
ボ
ー
ヴ
ィ
チ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た（

（（
（

。

ロ
イ
は
『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
の
改
訂
版
で
、
故
ヤ
ク
ボ
ー
ヴ
ィ
チ
の
要

請
を
実
現
し
た
。
改
訂
版
は
、彼
の
「
上
申
書
」
の
ほ
ぼ
全
文
を
紹
介
す
る
ま
え
に
、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
る（

（（
（

。

　

禁
固
二
四
年
の
苦
難
に
も
め
げ
ず
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
連
邦
ビ
ュ
ー
ロ
ー
裁

判
の
主
な
被
告
人
の
ひ
と
り
ヤ
ク
ボ
ー
ヴ
ィ
チ
は
生
還
し
た
。
釈
放
後
、
カ
ラ

ガ
ン
ダ
の
障
碍
者
保
養
施
設
に
い
た
が
、
毎
年
モ
ス
ク
ワ
を
訪
れ
て
い
た
。
か

れ
は
何
度
か
著
者
と
話
し
合
い
、
一
九
三
〇
年
代
初
め
の
政
治
裁
判
を
組
み
立

て
る
方
法
を
詳
細
に
語
っ
て
く
れ
た
。
そ
う
し
た
裁
判
の
真
相
を
暴
露
す
る
決

心
を
し
た
ヤ
ク
ボ
ー
ヴ
ィ
チ
は
、
一
九
六
六
～
六
七
年
に
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ

ン
と
も
同
じ
く
詳
細
に
話
し
合
っ
た
…
…
残
念
な
こ
と
に
、
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー

ツ
ィ
ン
は
ヤ
ク
ボ
ー
ヴ
ィ
チ
の
多
く
の
証
言
を
歪
め
て
い
る
（
以
下
、
作
家
の
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歪
曲
の
例
を
具
体
的
に
示
す
）
…
…

Ｋ
Ｇ
Ｂ
の
ロ
イ
逮
捕
決
定
と
著
書
窃
盗
容
疑
の
家
宅
捜
査　
　

一
九
六
八
年
八

月
、
ソ
連
・
東
欧
軍
が
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
を
圧
殺
す
る
と
、
ロ
イ
は
ジ
ョ
レ
ス
と
、

タ
イ
プ
稿
で
ほ
ぼ
千
枚
の
『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
の
運
命
を
心
配
、
外
国
で
の

出
版
を
決
断
し
た
。
兄
弟
が
米
国
で
も
っ
と
も
信
頼
す
る
知
人
が
『
ル
イ
セ
ン
コ
問

題
』の
著
者
で
知
ら
れ
る
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ジ
ョ
ラ
フ
ス
キ
ー
教
授
だ
っ
た
。
幸
い
ジ
ョ

レ
ス
の
夏
期
休
暇
が
残
っ
て
お
り
、
器
具
が
完
備
し
た
オ
ブ
ニ
ン
ス
ク
の
自
宅
の
暗

室
で
一
日
七
時
間
、
休
暇
を
延
長
し
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
作
成
を
急
い
だ
。
ジ
ョ

レ
ス
に
は
、
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
の
依
頼
で
、『
煉
獄
の
な
か
で
（
原
題
「
地
獄

の
第
一
圏
」）』
の
海
外
出
版
用
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
作
成
し
た
実
績
も
あ
る
。

一
方
、
サ
ハ
ロ
フ
が
読
ん
だ
タ
イ
プ
稿
が
、
ロ
イ
の
掌
握
し
き
れ
な
い
ル
ー
ト

か
ら
、
兄
弟
の
意
図
し
な
い
外
国
出
版
社
の
手
に
わ
た
り
、「
反
ソ
活
動
」
の
か
ど

で
ロ
イ
が
拘
束
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
っ
た
。

や
が
て
Ｋ
Ｇ
Ｂ
は
、
外
国
大
使
館
の
要
員
が
察
知
し
た
、
英
米
の
著
名
出
版
社

が
「
歴
史
の
審
判
」
を
七
二
年
一
月
に
刊
行
す
る
と
の
出
版
予
告
に
驚
い
た
。
ジ
ョ

レ
ス
に
よ
る
と
、
近
年
、
機
密
解
除
さ
れ
た
資
料
は
Ｋ
Ｇ
Ｂ
が
七
一
年
九
月
に
ロ
イ

逮
捕
を
決
定
し
た
と
あ
る
。
Ｋ
Ｇ
Ｂ
は
ロ
イ
逮
捕
を
正
当
化
で
き
る
方
策
を
検
討
、

断
行
し
た
。「
図
書
館
の
書
籍
窃
盗
容
疑
」
の
で
っ
ち
上
げ
に
よ
る
家
宅
捜
査
と
逮

捕
で
あ
る
。

ロ
イ
が
学
位
を
取
得
し
た
教
育
大
学
の
図
書
館
司
書
が
レ
ー
ニ
ン
図
書
館
の
貴

重
書
を
窃
盗
し
た
と
い
う
刑
事
事
件
の
裁
判
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
一
〇
月
、
ロ
イ

が
こ
の
司
書
の
知
人
で
あ
り
、ロ
イ
の
書
斎
に
盗
ま
れ
た
書
籍
が
あ
る
と
の
「
容
疑
」

で
家
宅
捜
査
を
実
行
、
書
斎
の
文
献
資
料
を
大
量
に
押
収
し
た
。

ロ
イ
の
逃
避
行　
　

ジ
ョ
レ
ス
強
制
入
院
以
来
、
兄
弟
に
は
数
か
月
身
を
隠
す

だ
け
の
備
え
が
あ
っ
た
。
翌
朝
、
Ｋ
Ｇ
Ｂ
召
還
の
電
話
を
う
け
た
ロ
イ
は
、
旅
券
の

提
示
を
要
し
な
い
航
路
（
河
川
と
湖
沼
）
や
鉄
道
を
乗
り
継
ぎ
、
ソ
連
各
地
の
知
人

宅
に
滞
在
す
る
逃
避
行
を
決
行
し
た
。
Ｋ
Ｇ
Ｂ
も
そ
れ
を
予
想
、尾
行
を
つ
づ
け
た
。

ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
（
ヴ
ォ
ル
ガ
川
の
カ
ス
ピ
海
河
口
）
で
ロ
イ
を
匿
っ
た
ガ
ザ
リ
ャ
ン

は
一
五
年
の
刑
期
を
務
め
あ
げ
た
内エ
ヌ
・
カ
・
ヴ
ェ
・
デ

務
人
民
委
員
部
の
元
取
り
調
べ
官
で
あ
る
。
被

告
人
を
訊
問
し
、拷
問
す
る
側
に
い
た
元
取
り
調
べ
官
は
、『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』

の
極
め
て
重
要
な
証
言
者
の
ひ
と
り
だ
っ
た
。
街
の
劇
場
で
働
く
元
取
り
調
べ
官
の

娘
が
、
ロ
イ
が
ア
パ
ー
ト
入
口
の
検
問
を
難
な
く
す
り
抜
け
、
確
実
に
高
飛
び
で
き

る
一
計
を
案
じ
た
。
舞
台
化
粧
の
プ
ロ
た
ち
が
ロ
イ
の
変
装
を
指
導
し
、
見
事
に
変

身
さ
せ
た
。
指
導
者
は
モ
ス
ク
ワ
で
も
知
ら
れ
た
演
劇
功
労
者
だ
っ
た
。
翌
朝
、
か

つ
ら
を
か
ぶ
り
、
口
ひ
げ
と
顎
ひ
げ
を
つ
け
た
ロ
イ
が
、
杖
を
つ
き
、
買
い
物
か
ご

を
さ
げ
、
身
を
か
が
め
な
が
ら
ア
パ
ー
ト
を
出
た
と
き
、
作
戦
中
の
ソ
連
車
「
ボ
ル

ガ
」
の
Ｋ
Ｇ
Ｂ
職
員
は
気
づ
か
な
か
っ
た
。
こ
の
あ
と
、
ロ
イ
は
、
や
は
り
各
地
の

支
持
者
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
カ
フ
カ
ー
ス
に
移
り
、
オ
デ
ッ
サ
に
滞
在
し
、
黒
海

ク
ル
ー
ズ
に
乗
船
し
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
や
エ
ス
ト
ニ
ア
を
ま
わ
る
。

書
籍
窃
盗
の
刑
事
裁
判
。
判
決
と
上
告
、
そ
し
て
帰
宅　
　

ロ
イ
は
、
女
性
司

書
の
窃
盗
に
か
か
わ
る
刑
事
裁
判
で
、
刑
法
第
七
〇
条
の
「
反
ソ
扇
動
・
宣
伝
」
容

疑
者
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
裁
判
を
担
当
し
た
の
は
女
性
判
事
で
、
Ｋ
Ｇ
Ｂ
が
同
判

事
に
圧
力
を
か
け
た
こ
と
が
逆
効
果
と
な
っ
た
。
女
性
裁
判
官
が
、「
実
際
に
ロ
イ
・

メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
を
有
罪
と
す
る
実
証
が
な
い
」
こ
と
を
強
調
す
る
判
決
を
下
し

た
の
だ
。

検
事
と
Ｋ
Ｇ
Ｂ
は
直
ち
に
上
告
、
被
告
の
女
性
司
書
に
、
量
刑
を
軽
減
す
る
か

わ
り
に
、
ロ
イ
の
不
利
に
な
る
証
言
を
求
め
た
。
窃
盗
の
刑
事
裁
判
で
ロ
イ
の
逮
捕

を
正
当
化
で
き
る
可
能
性
は
小
さ
く
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
ロ
イ
が
モ
ス
ク
ワ
の
自
宅
に
戻
っ
た
の
は
、
米
国
で
米
ノ
ッ
プ
社
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が
『
歴
史
の
審
判
に
向
け
てLet H

istory Judge

』
を
晴
れ
て
刊
行
し
て
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
頃
に
は
、
新
聞
・
雑
誌
に
多
く
の
好
意
的
な
書
評
が
あ
ら
わ
れ
、
お
か

げ
で
米
英
以
外
の
西
側
諸
国
に
も
本
書
の
入
荷
が
進
ん
で
い
た
。
こ
の
時
期
に
、
い

ま
や
世
界
に
知
ら
れ
る
存
在
と
な
っ
た
著
者
の
逮
捕
に
踏
み
切
る
こ
と
は
、
ど
う
み

て
も
不
適
切
で
あ
る
と
Ｋ
Ｇ
Ｂ
は
考
え
た
。
逮
捕
す
れ
ば
か
え
っ
て
著
者
と
本
書
を

広
告
・
宣
伝
す
る
だ
け
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
っ
た
。

失
業
を
許
さ
な
い
労
働
者
の
国
で
の
失
職　
　

著
名
に
な
っ
た
ロ
イ
が
帰
宅
し

た
。
だ
が
、
彼
は
自
分
が
失
業
者
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
後
、
一
八

年
間
、
当
初
は
絵
に
描
い
た
餅
に
過
ぎ
な
か
っ
た
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ
（
情
報
公
開
）
が

実
質
化
し
は
じ
め
る
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
惨
事
後
の
旧
ソ
連
各
国
の
民
主
化
運
動
の

高
ま
り
の
な
か
で
、
ロ
イ
が
、
ロ
シ
ア
共
和
国
人
民
代
議
員
選
挙
で
当
選
し
、
ソ
連

邦
最
高
会
議
の
メ
ン
バ
ー
（
ソ
連
の
国
会
議
員
）
に
選
出
さ
れ
る
ま
で
、
失
業
を
許

さ
な
い
社
会
主
義
国
の
母
国
で
、
自
分
の
専
門
性
を
活
か
し
う
る
、
い
か
な
る
職
位

に
つ
く
可
能
性
を
も
奪
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
国
で
は
ロ
イ
に
届
く
僅
か

な
印
税
収
入
は
、
労
働
の
代
価
で
は
な
く
、
不
労
所
得
と
見
な
さ
れ
て
い
た（

（（
（

。

四　

一
九
八
九
年
改
訂
版
『
歴
史
の
審
判
に
む
け
て
―
ス
タ
ー
リ
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン

　
　

主
義
』
の
新
し
さ

本
書
の
初
版
と
増
補
改
訂
第
二
版　
　

石
堂
訳
『
共
産
主
義
と
は
何
か
』
は
、

一
九
六
二
～
六
九
年
初
に
か
か
れ
た
『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て　

ス
タ
ー
リ
ン
主
義

の
起
源
と
帰
結
』
の
タ
イ
プ
稿
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
米
ノ
ッ
プ
社
刊Let H

istory 
Judge

を
も
と
に
邦
訳
さ
れ
た
。
こ
の
あ
と
、
ロ
イ
は
、
一
九
六
九
年
か
ら
七
三

年
春
ま
で
に
書
き
あ
げ
た
『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
の
増
補
改
訂
第
二
版
を

一
九
七
四
年
に
同
じ
米
ノ
ッ
プ
社
か
ら
刊
行
し
た
。
こ
れ
が
活
版
印
刷
さ
れ
た
本
書

の
最
初
の
露
文
版
で
あ
る（

（（
（

。

だ
が
、
ロ
イ
は
七
三
年
以
降
に
も
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
と
そ
の
時
代
に
か
ん
す

る
多
様
な
資
史
料
を
入
手
で
き
、そ
の
大
部
分
は
こ
れ
ま
で
未
公
表
の
も
の
だ
っ
た
。

さ
ら
に
七
〇
年
代
に
は
外
国
人
研
究
者
の
ソ
連
史
研
究
に
注
目
す
べ
き
業
績
が
あ
ら

わ
れ
は
じ
め
た
。
し
か
し
、
本
書
の
七
四
年
ロ
シ
ア
語
版
は
、
す
で
に
分
量
が
千
頁

に
達
し
て
お
り
、
ロ
イ
は
こ
れ
以
上
改
訂
も
増
補
も
加
え
な
い
と
決
め
た
。
本
書
で

提
起
で
き
な
か
っ
た
多
く
の
重
要
問
題
の
解
明
に
つ
な
が
る
、
別
の
新
し
い
著
作
に

と
り
組
み
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。

八
九
年
改
訂
版
の
初
版
と
の
違
い　
　

そ
れ
で
は
、
今
回
の
現
代
思
潮
新
社
版

『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
の
底
本
で
あ
る
一
九
八
九
年
改
訂
版
の
新
し
さ
と
特
徴

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

外
見
的
な
特
徴
か
ら
い
う
と
、
初
版
が
二
部
編
成
だ
っ
た
も
の
が
三
部
編
成
に

な
っ
た
。
初
版
の
第
一
部
が
二
分
さ
れ
、
八
九
年
改
訂
版
で
は
第
一
部
は
最
初
の
四

章
の
み
と
な
っ
た
。
全
一
五
章
の
テ
ー
マ
に
基
本
的
な
違
い
は
な
い
が
、
各
章
の
節

の
レ
ベ
ル
の
構
成
で
は
、
と
く
に
一
部
（
第
一
～
四
章
）
と
二
部
（
第
五
～
八
章
）

に
お
い
て
か
な
り
改
訂
さ
れ
て
い
る
。

初
版
と
比
べ
た
八
九
年
改
訂
版
の
違
い
に
は
、
書
き
直
し
た
部
分
と
、
初
版
に

な
か
っ
た
も
の
を
書
き
下
ろ
し
た
部
分
の
両
面
が
あ
る
。
書
き
下
ろ
し
部
分
が
増
え

れ
ば
、当
然
な
が
ら
全
体
の
分
量
が
ふ
え
る
。お
そ
ら
く
、ロ
イ
は
、全
体
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
を
増
や
さ
ず
、書
き
下
ろ
し
部
分
を
加
え
た
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、

書
き
直
し
の
箇
所
に
、
初
版
の
記
述
を
簡
略
化
し
よ
う
と
試
み
た
形
跡
が
か
な
り
見

う
け
ら
れ
る
か
ら
だ
。
三
一
書
房
版
の
上
・
下
巻
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
下
巻
の
分
量
の

方
が
多
い
。
一
方
、
八
九
年
改
訂
版
は
分
量
的
に
上
下
巻
で
大
き
な
違
い
が
な
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
書
き
下
ろ
し
と
な
っ
た
部
分
が
上
巻
の
方
に
多

い
と
い
う
結
果
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
石
堂
訳
で
本
書
を
読
ま
れ
た
方
は
、
現
代
思
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潮
新
社
版
が
、
か
な
り
の
改
訂
を
加
え
ら
れ
た
と
い
う
印
象
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。

ロ
イ
の
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
理
解
の
深
化　
　

プ
ラ
ハ
の
春
圧

殺
の
一
九
六
八
年
当
時
と
、
そ
の
二
〇
年
後
の
一
九
八
〇
年
代
末
ま
で
に
、
ロ
イ
の

ス
タ
ー
リ
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
を
考
察
す
る
世
界
観
と
歴
史
観
が
深
化
し
て
い
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
ロ
イ
は
一
九
七
八
年
に
書
き
、
八
〇
年
と
八
二
年
に
手
を
入
れ
た

論
稿
「
わ
た
し
は
こ
の
国
の
誰
の
代
弁
者
な
の
か
」
で
こ
う
述
べ
た
こ
と
が
あ
る（

（（
（

。

　

歴
史
家
と
し
て
の
仕
事
も
、
歴
史
の
地
層
を
一
枚
一
枚
は
が
す
よ
う
に
明
ら

か
に
し
な
が
ら
、
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。
政
治
家
と
し
て
の
仕
事
も
、

過
去
か
ら
現
在
へ
と
徐
々
に
前
進
し
な
が
ら
、
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
…

…
　

ソ
連
の
民
主
化
を
唱
え
て
は
い
て
も
、
性
急
な
変
化
を
望
ん
だ
こ
と
は
な

い
。
過
去
の
惰
性
は
あ
ま
り
に
も
重
く
、
体
制
は
依
然
と
し
て
あ
ま
り
に
も
堅

固
だ
っ
た
…
…
わ
た
し
が
革
命
で
は
な
く
進
化
を
支
持
す
る
者
だ
と
い
う
の

は
わ
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
現
状
で
は
そ
う
判
断
す
る
し
か
な

い
と
わ
た
し
は
考
え
る
…
…

こ
う
し
た
理
解
は
、『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
の
刊
行
後
、
ソ
連
社
会
の
漸
進

的
な
「
民
主
化
綱
領
」
を
呈
示
す
る
『
社
会
主
義
的
民
主
主
義
』
を
仕
上
げ
、
次
い

で
ジ
ョ
レ
ス
と
共
著
で
『
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
権
力
の
時
代
』
を
書
き
、
さ
ら
に
は
、
単

著
『
一
〇
月
革
命
』
に
と
り
く
む
過
程
で
、
ロ
イ
自
身
が
よ
り
鮮
明
に
意
識
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
邦
訳
者
の
石
井
規
衛
の
す
ぐ
れ
た
解
説
が
述
べ
る
よ
う

に
、
ロ
イ
は
『
一
〇
月
革
命
』
の
考
察
で
「
選
択
肢
的
方
法
」
に
も
と
づ
き
、
ボ
リ

シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
「
憲
法
制
定
議
会
へ
の
態
度
」
が
適
切
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
、「
内
戦
の
勃
発
と
本
格
化
の
責
任
の
多
く
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
権
が
自
ら

採
っ
た
「
間
違
っ
た
」
政
策
に
あ
る
と
主
張
し
て
、
ロ
シ
ア
革
命
史
を
め
ぐ
る
「
目

的
論
的
な
、
あ
る
い
は
「
実
現
史
観
」
的
な
解
釈
」
や
、「
単
線
的
な
「
建
設
史
観
」

的
解
釈
」
に
対
す
る
批
判
を
提
起
し
た（

（（
（

。

漸
進
的
民
主
化
綱
領
の
提
起
と
農
業
集
団
化
の
研
究　
　

右
の
過
程
で
、
ジ
ョ

レ
ス
は
一
九
七
〇
年
に
『
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
・
ペ
イ
パ
ー
（
邦
訳
名
「
ソ
ビ
エ
ト

科
学
と
自
由
」）』
と
し
て
知
ら
れ
る
『
科
学
者
の
国
際
協
力
と
国
境
』
と
『
信
書
の

秘
密
は
憲
法
に
よ
り
保
証
さ
れ
て
い
る
』
を
上
梓
し
、
ソ
連
国
籍
を
剥
奪
さ
れ
て

以
降
は
英
国
で
、
七
六
年
に
『
科
学
の
国
際
協
力
の
人
民
戦
線
（
邦
訳
な
し
）』
を
、

七
八
年
に
は
『
ソ
連
の
科
学
（
邦
訳
名
「
ソ
連
に
お
け
る
科
学
と
政
治
」）』
を
書
き

あ
げ
て
い
る
（
別
表
）。

そ
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
と
モ
ス
ク
ワ
に
切
り
離
さ
れ
た
兄
弟
は
、
秘
密
の
連
絡
回

路
を
も
活
用
し
つ
つ
『
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
権
力
の
時
代
』（
別
表
）
を
共
同
執
筆
し
な

が
ら
、
旧
ソ
連
の
ア
キ
レ
ス
腱
で
あ
る
農
業
問
題
、
よ
り
直
裁
に
は
、
一
九
三
〇
年

代
の
強
制
的
集
団
化
の
歴
史
構
造
の
解
明
に
踏
み
込
ん
で
い
く
。

「
歴
史
の
地
層
を
一
枚
一
枚
は
が
す
よ
う
に
」
解
明
し
て
い
っ
た
兄
弟
の
到
達
点

の
ひ
と
つ
が
、
モ
ス
ク
ワ
で
Ｋ
Ｇ
Ｂ
に
よ
る
自
宅
軟
禁
中
の
ロ
イ
か
ら
、
秘
密
の
回

路
で
資
料
提
供
を
う
け
つ
つ
、
一
九
八
七
年
に
書
き
あ
げ
た
、
ジ
ョ
レ
ス
著
・
拙
訳

『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
農
業
』
で
あ
る
。
本
書
は
、
ロ
イ
著
『
一
〇
月
革
命
』
の
「
選
択
肢

的
方
法
」
に
依
拠
し
、「
偶
然
、故
意
、無
知
の
ど
れ
が
拒
絶
し
た
の
か
は
と
も
か
く
、

可
能
で
あ
っ
た
も
う
ひ
と
つ
の
道
筋
」、
す
な
わ
ち
、
可
能
で
あ
り
え
た
選
択
肢
を

提
示
せ
ん
と
す
る
研
究
だ
っ
た
。
本
書
に
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
兄
弟
が
到
達
し
た

歴
史
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、「
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
で
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
と
称
し
て
い

る
一
九
一
七
年
革
命
は
、
根
本
的
に
は
農
業
革
命
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
土
地
問
題

の
解
決
、土
地
の
再
配
分
の
た
め
に
決
起
し
た
農
民
の
自
然
発
生
的
反
乱
」
で
あ
り
、
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「
最
強
政
党
で
あ
る
社エ

ス

・

エ

ル

会
革
命
党
が
…
…
農
村
共
同
体
こ
そ
将
来
の
社
会
主
義
共
和

国
の
潜
在
的
に
ご
く
自
然
な
単
位
」
と
考
え
た
の
に
対
し
、「
社
会
民
主
労
働
党
ボ

リ
シ
ャ
ヴ
ィ
キ
派
が
こ
の
見
地
に
精
力
的
に
対
決
し
た
。
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
こ
う

し
た
立
場
が
、
一
九
一
八
～
二
一
年
の
レ
ー
ニ
ン
の
誤
謬
と
「
戦
時
共
産
主
義
」
と

い
う
全
く
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
政
策
に
帰
結
し
た
」
と
い
う
認
識
で
あ
る（

（（
（

。

も
う
ひ
と
つ
、
同
書
第
三
章
「
集
団
化
」
は
結
論
と
し
て
こ
う
述
べ
る（

（（
（

。

　

ス
タ
ー
リ
ン
の
集
団
化
に
と
も
な
う
、
数
百
万
の
富ク
ラ
ー
ク農
と
そ
の
他
の
農
民
、

ま
た
農
業
専
門
家
に
対
す
る
テ
ロ
ル
の
行
使
と
、
一
九
二
三
～
三
三
年
の
悲
劇

的
飢
饉
と
は
、
政
府
と
大
衆
の
関
係
に
深
刻
な
裂
け
目
を
創
り
出
し
た
。
党
は

方
向
を
見
失
っ
た
。
一
九
三
二
年
十
二
月
に
党
全
体
の
粛
清
が
始
ま
っ
た
が
、

そ
の
と
き
ま
で
に
は
最
も
有
能
で
穏
健
な
指
導
者
は
す
べ
て
追
放
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
。
こ
の
粛
清
が
ス
タ
ー
リ
ン
の
崇
拝
と
、
彼
の
究
極
の
独
裁
体
制

の
基
盤
を
創
り
出
し
た
。
一
九
三
六
～
三
八
年
の
テ
ロ
ル
は
、
二
九
～
三
三
年

の
テ
ロ
ル
と
の
多
く
の
因
縁
を
も
っ
て
い
る
。

わ
が
国
に
は『
ス
タ
ー
リ
ン
政
治
体
制
の
成
立
』全
四
部
と
そ
れ
を
補
完
し
た『
上

か
ら
の
革
命
』
と
い
う
渓
内
譲
の
非
常
に
精
緻
で
優
れ
た
研
究（

（（
（

が
あ
る
。
ロ
イ
は
、

一
九
八
九
年
改
訂
版
『
歴
史
の
審
判
に
む
け
て
』
に
至
る
過
程
で
、
ジ
ョ
レ
ス
と
の

協
同
作
業
を
つ
う
じ
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
『
上
か
ら
の
革
命
』
を
め
ぐ
る
渓
内

と
同
様
の
所
説
に
到
達
し
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。

兄
弟
の
Ｒ
・
タ
ッ
カ
ー
お
よ
び
Ｓ
・
コ
ー
エ
ン
師
弟
と
の
交
流　
　

八
九
年
改

訂
版
の
ソ
連
史
理
解
の
深
化
に
は
、
外
国
研
究
者
の
優
れ
た
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
研
究

や
七
三
年
に
復
刻
さ
れ
た
ト
ロ
ツ
キ
ー
編
『
反
対
派
通
報
』（
一
九
二
九
～
四
一
刊

行
の
も
の
）
な
ど
の
資
料
渉
猟
の
成
果
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

ロ
イ
は
、『
ス
タ
ー
リ
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
再
論
（
邦
訳
『
ス
タ
ー
リ
ン
と
ス

タ
ー
リ
ン
主
義
』）』（
七
九
年
刊
）
の
は
し
が
き
で
、
七
〇
年
代
に
参
照
し
た
外
国

研
究
者
の
研
究
に
、ロ
バ
ー
ト
・
タ
ッ
カ
ー
、ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
コ
ー
エ
ン
、ジ
ユ
ゼ
ッ

ペ
・
ボ
ッ
フ
ァ
ら
の
作
品
を
あ
げ
て
い
る
。
ボ
ッ
フ
ァ
は
『
ソ
連
共
産
党
史
』
一
～

四
巻
の
著
者
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
ロ
イ
と
密
接
な
交
流
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
タ
ッ
カ
ー
と
コ
ー
エ
ン
と
い
う
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
師
弟
と
、
メ

ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
と
の
、興
味
深
い
交
流
関
係
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

タ
ッ
カ
ー
は
周
知
の
よ
う
に
長
年
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
ソ
連
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
主
宰
し
た
米
国
で
屈
指
の
ソ
連
研
究
者
で
あ
り
、『
ブ
ハ
ー
リ
ン
と
ボ
リ
シ
ャ

ヴ
ィ
キ
革
命
』
の
著
者
コ
ー
エ
ン
は
、
タ
ッ
カ
ー
の
弟
子
の
ひ
と
り
だ
っ
た
。
タ
ッ

カ
ー
は
一
九
四
四
～
五
三
年
に
在
モ
ス
ク
ワ
米
国
大
使
館
の
通
訳
と
し
て
、
ス
タ
ー

リ
ン
お
よ
び
モ
ー
ロ
ト
フ
の
米
国
外
交
官
と
の
接
見
を
通
訳
し
た
こ
と
も
あ
る
。
ロ

シ
ア
人
女
性
と
結
婚
し
、研
究
者
に
転
じ
、プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授
に
な
っ
た
タ
ッ

カ
ー
は
、
七
四
年
に
ソ
連
で
の
学
術
調
査
研
究
の
機
会
を
得
た
お
り
、
市
民
権
を
奪

わ
れ
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
す
る
ジ
ョ
レ
ス
を
訪
ね
、
モ
ス
ク
ワ
留
学
中
に
ロ
イ
の
協
力

と
助
言
を
仰
ぎ
た
い
と
要
請
し
た
。
以
後
、
タ
ッ
カ
ー
は
ロ
イ
と
の
協
力
関
係
を
進

め
て
き
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
タ
ッ
カ
ー
は
、
ジ
ョ
レ
ス
を
プ
リ
ン
ス
ト
ン

大
学
に
招
聘
し
、「
ス
タ
ー
リ
ン
と
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
も
と
で
の
ソ
連
の
科
学
」
に

つ
い
て
講
演
す
る
よ
う
求
め
た
。
前
述
の
よ
う
に
、ジ
ョ
レ
ス
の
『
ソ
連
の
科
学
（
邦

訳
名
「
ソ
連
に
お
け
る
科
学
と
政
治
」）』（
別
表
）
も
、
先
に
述
べ
た
『
ウ
ラ
ル
の

核
惨
事
』
同
様
、
米
国
講
演
旅
行
の
成
果
で
も
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
に
は
タ
ッ
カ
ー

夫
妻
結
婚
六
〇
周
年
祝
い
が
モ
ス
ク
ワ
で
開
か
れ
、
も
ち
ろ
ん
ロ
イ
も
出
席
し
た
。

コ
ー
エ
ン
が
ジ
ョ
レ
ス
＝
ロ
イ
の
回
路
を
助
け
た
ひ
と
り　
　

コ
ー
エ
ン
は
労

作
『
ブ
ハ
ー
リ
ン
と
ボ
リ
シ
ャ
ヴ
ィ
キ
革
命
』
の
も
と
に
な
る
学
位
論
文
を
準
備
し

て
い
た
一
九
七
一
～
七
二
年
に
モ
ス
ク
ワ
で
た
び
た
び
兄
弟
に
あ
っ
て
い
た
。
ブ
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ハ
ー
リ
ン
の
未
亡
人
と
子
息
に
親
し
く
接
し
て
い
た
コ
ー
エ
ン
の
研
究
と
、
ロ
イ
の

ブ
ハ
ー
リ
ン
研
究
に
は
、
両
者
の
研
究
面
を
こ
え
た
交
流
の
成
果
と
い
う
き
ず
な
も

あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
と
モ
ス
ク
ワ
に
分
か
れ
た
兄
弟
が
『
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
権
力
の
時
代
』

を
共
同
で
執
筆
し
、
ロ
イ
が
モ
ス
ク
ワ
で
編
集
す
る
論
文
集
『
二
○
世
紀
』（
露
文
）

が
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
さ
れ
、
ジ
ョ
レ
ス
が
、
ロ
イ
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
資
料
を
も
と

に
、
外
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
驚
く
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
『
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
』
や

『
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
』
を
全
世
界
に
む
け
て
発
信
し
え
た
背
後
に
は
、『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ス
』
や
『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
』、『
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
タ
イ
ム
ス
』
の
モ

ス
ク
ワ
支
局
が
、
本
国
編
集
部
と
交
わ
す
連
絡
手
段
と
し
て
の
米
国
大
手
メ
デ
ィ

ア
に
便
宜
供
与
さ
れ
る
「
外
交
郵
便
（courier
ク
ー
リ
エ
）」
の
存
在
が
あ
っ
た
。

私
信
が
検
閲
さ
れ
、
と
き
に
「
紛
失
」
す
る
ソ
連
郵
便
事
情
の
も
と
で
、
ジ
ョ
レ
ス

と
ロ
イ
は
、
安
全
・
確
実
な
交
信
手
段
を
不
可
欠
と
し
て
い
た
。
兄
弟
の
連
絡
を
助

け
た
ひ
と
り
が
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
コ
ー
エ
ン
だ
っ
た
。
彼
が
大
手
メ
デ
ィ
ア
の
モ

ス
ク
ワ
支
局
を
む
す
ぶ
ク
ー
リ
エ
を
用
い
て
、
ジ
ョ
レ
ス
と
ロ
イ
の
文
通
を
助
け
た

ひ
と
り
で
あ
る（

（（
（

。

八
九
年
増
補
改
訂
版
の
ロ
イ
の
立
脚
点　
　

六
九
年
「
初
版
」
＝
タ
イ
プ
稿
と

八
九
年
増
補
改
訂
版
と
の
二
〇
年
の
間
に
、
ロ
イ
の
「
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
根
源
と

そ
の
帰
結
」
を
め
ぐ
る
認
識
は
ふ
か
ま
っ
た
。

こ
の
間
、『
ス
タ
ー
リ
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
再
論
』
の
ほ
か
、『
社
会
主
義
的

民
主
主
義
』、『
一
〇
月
革
命
』、『
ス
タ
ー
リ
ン
の
側
近
た
ち
』
な
ど
の
単
著
、『
フ

ル
シ
チ
ョ
フ
権
力
の
時
代
』
と
『
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ミ
ロ
ー
ノ
フ
の
生
と
死
』
の
共
著

を
書
き
（
別
表
）、
さ
ら
に
は
ジ
ョ
レ
ス
著
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
農
業
』
を
支
え
て
き
た
。

Ｒ
・
タ
ッ
カ
ー
、
Ｓ
・
コ
ー
エ
ン
、
Ｇ
・
ボ
ッ
フ
ァ
ら
と
の
緊
密
な
交
流
も
あ
っ
た
。

八
九
年
版
序
文
の
謝
辞
で
は
、
ロ
イ
の
『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
に
協
力
を
惜
し

ま
な
か
っ
た
人
び
と
の
仲
間
に
、
三
人
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

ロ
イ
は
、「
初
版
」
と
の
相
違
を
意
識
し
て
か
、
本
書
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
、「
ス

タ
ー
リ
ン
主
義
の
起
源
と
帰
結
」
か
ら
「
ス
タ
ー
リ
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
」
に
変

え
て
い
る
。
後
者
は
、「
そ
の
分
量
が
も
う
千
頁
を
越
え
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
上

改
訂
も
増
補
も
し
な
い
こ
と
に
決
め
た
」
と
し
て
刊
行
し
た
一
九
七
九
年
「
増
補
」

分
の
書
名
と
同
じ
で
あ
る
。「
初
版
」
お
よ
び
七
四
年
改
訂
版
（
露
文
）
と
は
異
な

る
増
補
・
改
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
と
明
示
し
た
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
変
更
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

五　
「
省
略
な
し
」
の
『
ル
イ
セ
ン
コ
の
興
亡
（
完
訳
）』（
旧
訳
書
名
『
ル
イ
セ
ン
コ

　
　

学
説
の
興
亡
』）

ル
イ
セ
ン
コ
の
席
巻
と
彼
の
利
用
価
値　
　

環
境
が
生
物
の
遺
伝
性
を
変
化
さ

せ
る
。
つ
ま
り
獲
得
形
質
が
遺
伝
す
る
と
説
き
、
遺
伝
子
の
存
在
を
否
定
し
た
ル
イ

セ
ン
コ
の
エ
セ
学
説
が
、
大
戦
を
は
さ
む
三
〇
年
間
に
ソ
連
科
学
界
で
猛
威
を
ふ

る
っ
た
。
後
ろ
盾
は
ス
タ
ー
リ
ン
と
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
だ
っ
た
。

農
業
集
団
化
の
失
策
に
よ
り
一
九
三
〇
年
代
初
め
の
大
飢
饉
を
招
い
た
ス
タ
ー

リ
ン
が
、
遺
伝
学
や
品
種
改
良
学
、
植
物
栽
培
学
の
地
道
な
研
究
よ
り
も
、
乾
燥
や

寒
さ
に
強
い
高
収
量
の
作
物
へ
の
一
足
飛
び
の
転
換
や
農
業
の
興
隆
を
約
束
す
る

ル
ィ
セ
ン
コ
の
利
用
価
値
を
、
に
わ
か
に
認
め
た
と
こ
ろ
に
、
ル
ィ
セ
ン
コ
問
題
の

根
源
を
探
ろ
う
と
す
る
の
が
、
本
書
に
賭
け
た
ジ
ョ
レ
ス
の
狙
い
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
う
し
た
ル
イ
セ
ン
コ
の
利
用
価
値
に
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
も
同
様
に
と
り
憑
か

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
ジ
ョ
レ
ス
が
取
り
組
ん
だ
の
が
、ル
イ
セ
ン
コ
問
題
の
所
在
が
、

誰
の
眼
に
も
分
か
る
よ
う
に
浮
き
彫
り
と
な
る
、『
生
物
学
と
個
人
崇
拝　

ソ
連
に

お
け
る
農
業
生
物
学
論
争
史
』
と
い
う
書
名
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
風
の
読
み
物
で
あ
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る
。
タ
イ
プ
原
稿
の
束
を
友
人
た
ち
に
回
覧
し
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら
幾
度
も
改

訂
、
更
新
し
た
。
そ
う
し
た
地
下
出
版
物
＝
サ
ミ
ズ
ダ
ー
ト
の
読
者
が
、
一
九
六
三

～
六
四
年
に
な
る
と
数
千
人
に
及
ん
だ
。
カ
ピ
ッ
ツ
ァ
（
核
物
理
学
者
）
も
、
ソ
ル

ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
も
読
者
だ
っ
た
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
生
物
学
と
個
人
崇
拝
』
の
発
想　
　

ジ
ョ
レ
ス
は
、
農

科
大
学
で
故
ヴ
ァ
ヴ
ィ
ー
ロ
フ
の
弟
子
ジ
ュ
コ
ー
フ
ス
キ
ー
に
師
事
。
反
ル
イ
セ
ン

コ
主
義
の
生
化
学
研
究
者
に
な
っ
て
ゆ
く
。

ソ
連
で
放
射
性
同
位
元
素
（
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
）
の
研
究
が
始
ま
っ
た
一
九
五
四

年
以
降
、
ジ
ョ
レ
ス
は
タ
ン
パ
ク
質
の
合
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
核
酸
の
研
究
に
従
事
、

五
七
年
九
月
に
は
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
利
用
の
第
一
回
ユ
ネ
ス
コ
国
際
パ
リ
会
議
に
派
遣

さ
れ
、
国
際
的
な
知
古
を
え
る
。
折
し
も
五
三
年
に
は
、
ワ
ト
ソ
ン
と
ク
リ
ッ
ク
が
、

遺
伝
子
の
本
体
、
デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸
＝
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
分
子
が
二
重
ら
せ
ん
状
構
造
を

な
し
て
い
る
と
提
唱
し
、
た
ん
ぱ
く
質
の
合
成
や
遺
伝
の
仕
組
み
の
分
野
に
お
け
る

重
要
な
諸
発
見
が
、
遺
伝
学
と
生
化
学
と
を
結
び
つ
け
、「
分
子
遺
伝
学
」
と
い
う

新
研
究
分
野
を
切
り
拓
き
つ
つ
あ
っ
た
。

最
初
の
著
作
『
タ
ン
パ
ク
質
の
合
成
と
個
体
発
生
の
諸
問
題
』
の
公
刊
も
決
ま
っ

た
。
だ
が
、
出
版
を
司
る
審
査
官
が
、
ル
イ
セ
ン
コ
の
学
説
に
ふ
れ
な
い
同
書
に
書

き
直
し
を
求
め
、
出
版
社
も
同
調
し
た
。
ジ
ョ
レ
ス
は
潔
し
と
せ
ず
完
成
稿
を
取
り

戻
し
た
。
研
究
業
績
の
公
刊
で
は
、
別
の
若
い
生
物
学
徒
た
ち
も
似
た
問
題
に
直
面

し
て
い
た
。
学
術
書
の
可
否
に
、
共
産
党
が
裁
断
を
下
す
現
状
を
打
開
す
る
に
は
、

反
対
派
の
生
物
学
者
を
弾
圧
し
た
科
学
史
を
綴
り
、「
ソ
連
」で
し
か
通
用
し
な
い「
科

学
」
は
科
学
た
り
え
な
い
証
拠
を
提
示
す
る
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
風
の
書
物
が
不

可
欠
だ
。
そ
う
決
断
し
、
一
九
六
一
年
夏
か
ら
翌
六
二
年
三
月
に
か
け
一
気
に
書
き

上
げ
、
書
名
を
『
生
物
学
と
個
人
崇
拝
』
と
し
た（

（（
（

。
ル
イ
セ
ン
コ
問
題
の
所
在
が
、

こ
の
凝
縮
さ
れ
た
書
名
に
表
現
さ
れ
て
い
た
。

ル
イ
セ
ン
コ
論
争
を
、
歴
史
家
・
目
撃
者
・
論
争
当
事
者
と
し
て
執
筆　
　

本

書
は
三
部
か
ら
な
り
、ジ
ョ
レ
ス
は
本
書
を
三
つ
の
異
な
る
立
場
か
ら
書
い
て
い
る
。

「
一
九
二
九
～
四
一
年
」
の
一
部
で
は
、
当
初
無
名
の
ル
イ
セ
ン
コ
と
彼
の
信
奉

者
た
ち
が
党
と
政
府
の
権
威
を
か
り
て
、
い
か
に
古
典
的
遺
伝
学
（
植
物
栽
培
学
者

の
ヴ
ァ
ヴ
ィ
ー
ロ
フ
を
含
む
）
を
排
除
し
て
い
き
、
か
れ
ら
を
「
人
民
の
敵
」
と
し

て
糾
弾
・
排
撃
す
る
に
至
る
経
緯
を
歴
史
家
の
立
場
で
詳
述
す
る
。

戦
後
の
「
四
六
～
六
二
年
」
の
二
部
は
、
全
ソ
農
学
ア
カ
デ
ミ
ー
一
九
四
八
年

八
月
総
会
で
ル
イ
セ
ン
コ
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
権
威
を
テ
コ
に
、
生
物
学
・
農
学
そ

の
他
の
学
界
に
君
臨
し
て
い
く
経
過
を
目
撃
者
と
し
て
報
告
す
る
。
論
争
の
一
舞
台

だ
っ
た
農
科
大
学
に
四
四
年
に
入
学
し
、
同
大
学
の
生
化
学
研
究
者
と
な
っ
て
い
た

ジ
ョ
レ
ス
に
と
っ
て
、
ル
イ
セ
ン
コ
論
争
は
ま
さ
に
自
身
の
目
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
た
。

「
六
二
～
六
六
年
」
の
三
部
で
は
、
生
物
学
の
急
速
な
発
展
と
遺
伝
情
報
解
読
に

か
か
わ
る
一
連
の
発
見
が
ル
イ
セ
ン
コ
派
の
基
盤
を
ゆ
る
が
し
、
手
か
ら
手
に
回
し

読
み
さ
れ
る
ジ
ョ
レ
ス
の
タ
イ
プ
稿
本
を
脅
威
と
み
な
し
た
政
権
当
局
側
が
、
激
し

い
攻
撃
を
加
え
る
さ
ま
を
描
く
。
こ
こ
で
は
、
ジ
ョ
レ
ス
が
当
事
者
＝
論
敵
の
ひ
と

り
と
し
て
描
か
れ
る
。
全
ソ
農
学
ア
カ
デ
ミ
ー
総
裁
が
、『
農
村
生
活
』
紙
で
、
ジ
ョ

レ
ス
の
地
下
出
版
書
を
「
醜
悪
な
政
治
的
思
惑
で
あ
る
」
と
断
言
し
、
誹
謗
中
傷
の

か
ど
で
法
廷
に
引
き
出
す
よ
う
提
案
し
て
い
た（

（（
（

。
事
実
、
ジ
ョ
レ
ス
は
一
九
七
〇
年

に
逮
捕
さ
れ
精
神
病
院
に
拘
束
さ
れ
る
。

読
者
が
複
製
・
増
補
し
て
急
速
に
普
及
す
る
「
自
主
出
版(

地
下
出
版)

」　　
サ

ミ
ズ
ダ
ー
ト
の
用
語
が
登
場
す
る
の
は
一
九
六
六
年
の
作
家
ダ
ニ
エ
ル
＝
シ
ニ
ャ
フ

ス
キ
ー
裁
判
の
あ
と
だ
が
、
そ
れ
以
前
に
ジ
ョ
レ
ス
も
ロ
イ
も
手
打
ち
タ
イ
プ
稿
を

信
頼
で
き
る
知
人
に
手
渡
し
す
る
回
覧
書
を
手
が
け
て
い
た
。　

ロ
イ
が
知
人
に
直
接
手
渡
し
て
回
収
し
厳
格
に
回
覧
状
況
を
掌
握
し
て
い
た
の
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に
対
し
、
ジ
ョ
レ
ス
の
回
覧
書
を
堪
能
し
た
読
者
の
な
か
に
は
、
自
ら
一
部
か
数
部

を
複
製
し
、
か
れ
ら
の
友
人
に
手
渡
す
も
の
も
あ
ら
わ
れ
た
。
遠
隔
地
か
ら
も
意
見

や
増
補
案
が
寄
せ
ら
れ
る
模
様
が
日
本
語
版
序
文
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
三
年
秋
、
現
代
思
潮
新
社
の
川
辺
秀
治
社
長
と
筆
者
が
、
ジ
ョ
レ
ス
の

地
下
出
版
執
筆
当
時
の
職
場
テ
ィ
ミ
リ
ャ
ー
ゼ
フ
農
科
大
学
を
訪
ね
た
際
、そ
の「
初

版
」
の
最
初
の
読
者
だ
っ
た
故
ニ
コ
ラ
イ
・
マ
イ
ス
リ
ャ
ン
元
教
授
夫
妻
の
子
息
、

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
マ
イ
ス
リ
ャ
ン
元
教
授
と
会
い
、
元
教
授
の
実
験
室
で
、
実
際

の
サ
ミ
（
自
主
）
ズ
ダ
ー
ト
（
出
版
）
本
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
Ａ
４
版
用
の
厚
紙

ホ
ー
ル
ダ
ー
に
、
タ
イ
プ
で
打
ち
出
し
た
二
百
枚
ほ
ど
の
紙
束
の
本
書
が
収
め
ら
れ

て
い
た
（
写
真
参

照
）。
こ
の
体
裁

で
複
製
・
回
覧
さ

れ
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
子
息

の
マ
イ
ス
リ
ャ
ン

元
教
授
が
、
本
書

の
紙
束
を
広
げ
、

や
は
り
一
九
六
〇

年
代
の
ジ
ョ
レ
ス

を
よ
く
知
る
別
の

教
授
二
人
と
と
も

に
、「
こ
の
本
が

広
く
読
ま
れ
た
お

か
げ
で
ル
イ
セ
ン

コ
主
義
が
打
ち
破

ら
れ
た
の
で
す
」
と
誇
ら
く
語
っ
た
。

ル
イ
セ
ン
コ
が
決
定
的
に
凋
落
す
る
契
機
の
ひ
と
つ
に
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

一
九
六
四
年
総
会
の
会
員
選
挙
に
お
け
る
ル
イ
セ
ン
コ
派
の
大
失
態
が
あ
る
が
、

六
四
年
ア
カ
デ
ミ
ー
総
会
で
予
期
し
な
い
爆
弾
発
言
を
す
る
ソ
連
の
水
爆
開
発
の
父

サ
ハ
ロ
フ
も
、
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
を
読
ん
で
い
た（

（（
（

。
一
九
六
四
年
時
点

で
、
読
者
が
延
べ
数
千
人
に
達
し
て
い
た
と
い
う
の
は
誇
張
で
な
い
。

ジ
ョ
レ
ス
は
ソ
連
の
検
閲
制
度
下
で
の
本
書
の
公
刊
は
な
い
と
考
え
て
い
た
。

一
九
六
四
年
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
失
脚
で
ル
ィ
セ
ン
コ
が
後
ろ
盾
を
失
う
と
、
ソ
連
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
幹
部
会
が
、
こ
の
タ
イ
プ
稿
の
公
刊
を
推
薦
す
る
に
至
っ
た
が
、
結

局
、
ソ
連
の
検
閲
制
度
は
ジ
ョ
レ
ス
の
著
作
公
刊
を
許
さ
な
か
っ
た
。
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
を
失
脚
さ
せ
た
ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
担
当
の
枢
機
卿
ス
ー
ス
ロ

フ
に
率
い
ら
れ
て
お
り
、
か
れ
が
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
容
赦
す
る
な
」、「
自
分
の

傷
に
塩
を
す
り
込
む
こ
と
は
な
い
」
と
、
亡
き
ス
タ
ー
リ
ン
の
命
を
ま
も
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

英
語
版The Rise and Fall of Lysenko

刊
行
の
意
義　
　
『
ル
イ
セ
ン
コ

の
興
亡
』
と
『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
の
米
国
で
の
出
版
を
機
に
、
日
本
語
版
を

含
む
多
く
の
外
国
語
版
が
誕
生
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
サ
ハ
ロ
フ
の
人
権
擁
護
活

動
と
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
の
作
品
公
刊
と
と
も
に
、
ソ
連
の
異
論
派
の
活
動
の
広

が
り
を
世
界
的
に
印
象
づ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ジ
ョ
レ
ス
と
ロ
イ
の
海
外
出
版
は
、
国
内
で
合
法
的
な
出
版
を
許
さ
れ
な
い
異

論
派
が
自
ら
の
著
作
権
を
ま
も
る
闘
い
で
も
あ
っ
た
。
西
独
等
の
亡
命
ロ
シ
ア
人
系

出
版
社
に
よ
り
、
著
者
の
同
意
な
し
に
地
下
出
版
が
海
外
で
雑
誌
に
転
載
さ
れ
、
単

行
本
と
し
て
公
刊
さ
れ
れ
ば
「
反
ソ
扇
動
・
宣
伝
」
を
口
実
と
す
る
弾
圧
を
招
き
か

ね
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
危
険
を
避
け
な
が
ら
、
ジ
ョ
レ
ス
と
ロ
イ
に
米
国
で
の
出

版
を
確
実
に
す
る
助
言
と
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
の
が
、
前
述
し
た
『
ル
イ
セ
ン

ジョレスの『生物学と個人崇拝』のサミズダートの紙挟みを手にするわたし
隣はティミリャーゼフ農科大学見学ツアーで通訳してくれたナターシャさん
彼女の隣はジョレスの60年代初めの同僚Ｖ・モギリョーフキン農科大学元教授
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コ
問
題Lysenko Affairs

』
の
著
書
が
あ
る
著
名
な
科
学
史
家
の
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス

タ
ン
大
学
Ｄ
・
ジ
ョ
ラ
フ
ス
キ
ー
教
授
で
あ
る
。Let H

istory Judge

の
ロ
イ
の

序
文
の
前
に
、
英
語
版
読
者
向
け
の
「
編
集
者
序
言
」
を
寄
せ
、
ロ
イ
著
の
画
期
的

な
意
義
を
紹
介
し
た
の
が
ジ
ョ
ラ
フ
ス
キ
ー
教
授
だ
っ
た
（
石
堂
訳
『
共
産
主
義
と

は
何
か
』
に
は
含
ま
れ
な
い
）。

『
ル
イ
セ
ン
コ
学
説
の
興
亡
』
英
語
版
の
刊
行
か
ら
、
ま
も
な
く
、『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ス
』
や
『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
』
の
モ
ス
ク
ワ
特
派
員
が
、「
ソ
連

反
体
制
生
物
学
者
の
精
神
病
院
拘
禁
」
と
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
や
カ
ピ
ッ
ツ
ァ
や

サ
ハ
ロ
フ
の「
ジ
ョ
レ
ス
釈
放
要
求
運
動
」を
伝
え
、こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
わ
が
国
の「
毎

日
」
や
「
朝
日
」
で
も
報
じ
ら
れ
た
。
米
紙
モ
ス
ク
ワ
特
派
員
た
ち
が
、そ
の
後
ジ
ョ

レ
ス
と
ロ
イ
に
破
格
の
厚
意
を
示
す
よ
う
に
な
る
ひ
と
つ
の
契
機
が
、
こ
の
抗
議
と

釈
放
の
運
動
だ
っ
た（

（（
（

。

原
著
テ
ク
ス
ト
を
三
割
省
い
た
英
語
版
。
重
訳
に
よ
る
各
国
語
版　
　

独
・
仏
・

日
・
伊
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
版
な
ど
も
つ
ぎ
つ
ぎ
現
れ
た
。

だ
が
、
Ｍ
・
ラ
ー
ナ
ー
教
授
に
託
し
た
英
語
版
は
、
原
著
者
か
ら
み
る
と
、
意

外
な
展
開
を
み
せ
た
。
な
か
で
も
驚
き
は
、
底
本
に
な
る
テ
ク
ス
ト
原
稿
を
三
割
が

た
省
い
た
ほ
か
、
叙
述
の
仕
方
に
も
手
を
加
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
出
版
部
は
、
こ
の
問
題
含
み
の
英
語
版
の
版
権
を
、
日
本
を
含
む
各
国
出
版
社
に

販
売
し
て
い
た
。

苦
労
す
る
の
が
真
面
目
な
翻
訳
者
で
あ
る
。
金
光
不
二
夫
は
、「
原
文
が
ロ
シ
ア

語
で
あ
る
以
上
、
英
語
版
か
ら
重
訳
す
る
と
ど
う
し
て
も
誤
訳
が
避
け
ら
れ
な
い
こ

と
、
英
語
版
に
は
タ
イ
プ
用
紙
に
し
て
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
近
く
を
原
著
か
ら
省
略
し
て

編
集
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
原
著
の
趣
旨
が
曲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
恐
れ
た
。
金
光
が
、「
ラ
ー
ナ
ー
教
授
は
原
文
の
送
付
を
断
り
、
単
に
訂
正
箇
所

の
リ
ス
ト
だ
け
を
送
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、原
文
の
入
手
を
断
念
し
翻
訳
に
は『
グ

ラ
ニ
』
に
発
表
さ
れ
た
初
稿
「
個
人
崇
拝
と
生
物
学
」（
海
賊
版
）
を
参
照
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
」と
述
べ
て
い
た
事
情
を
、往
年
の『
ル
イ
セ
ン
コ
学
説
の
興
亡
』（
金

光
不
二
夫
訳
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
一
年
）
の
愛
読
者
に
も
理
解
ね
が
え
た
か

と
思
わ
れ
る
。
難
点
は
、
重
訳
と
、
ラ
ー
ナ
ー
教
授
の
露
文
テ
ク
ス
ト
の
誤
読
に
あ

り
、
金
光
の
邦
訳
は
全
体
と
し
て
優
れ
て
い
る
。

教
授
が
結
ん
だ
、
原
著
者
に
英
語
版
の
著
作
権
が
な
い
と
の
出
版
協
定
が
、
教

授
が
死
ん
だ
一
九
七
七
年
ま
で
続
い
た
。
事
情
は
異
な
る
が
、
西
側
諸
国
で
翻
訳
さ

れ
た
著
書
の
著
作
権
や
印
税
問
題
で
、
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
も
サ
ハ
ロ
フ
も
悩
ん

で
い
た
。
ジ
ョ
レ
ス
は
、『
ル
ィ
セ
ン
コ
の
興
亡
』
や
『
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
文
書
』、

ロ
イ
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
の
版
権
問
題
な
ど
で
経
験
を
つ

み
、
や
が
て
こ
の
作
家
と
科
学
者
に
も
、
何
か
と
相
談
に
の
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
備
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く（

（（
（

。

一
九
九
三
年
版
『
ル
イ
セ
ン
コ
の
興
亡
』
は
「
サ
ミ
ズ
ダ
ー
ト
」　　
本
書
の
運

命
に
は
続
編
が
あ
る
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
が
一
九
九
〇
年
に
ジ
ョ
レ
ス
の
国
籍
を
回
復
す
る
と
、
モ

ス
ク
ワ
の
出
版
大
手
が
本
書
刊
行
に
の
り
だ
し
た
が
、
そ
れ
も
束
の
間
、
ソ
連
崩
壊

で
出
版
社
自
体
が
倒
産
し
た
。

ジ
ョ
レ
ス
は
、
資
金
の
欠
乏
す
る
出
版
社
に
代
わ
り
、
所
要
経
費
全
額
を
、
イ

ン
フ
レ
が
昂
進
す
る
ル
ー
ブ
ル
で
な
く
、
米
ド
ル
で
自
弁
し
、
一
九
九
三
年
に
故
国

ロ
シ
ア
で
、
母
国
語
に
よ
る
活
字
の
本
書
を
初
め
て
刊
行
し
た
。

『
日
本
語
版
選
集
』
第
二
巻
が
収
め
る
『
ル
イ
セ
ン
コ
の
興
亡
』
の
原
著
テ
ク
ス

ト
も
、『
生
物
学
と
個
人
崇
拝
』
の
初
版
と
二
版
と
同
じ
く
、
結
局
、「
自
費
」
も
し

く
は
「
自
前
」
に
よ
る
公
刊
物
と
し
て
世
に
出
た
の
で
あ
っ
た
。
サ
ミ
＝
自
前
の
出

版
＝
ズ
ダ
ー
ト
で
あ
る
。

ラ
ー
ナ
ー
英
語
版
は
ど
こ
を
省
略
し
た
の
か　
　

同
教
授
は
ジ
ョ
レ
ス
に
、
英
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語
版
読
者
が
興
味
を
も
た
な
い
箇
所
や
、
衆
知
の
事
実
は
省
い
た
と
手
紙
で
釈
明
し

て
き
た
と
い
う
。

ル
イ
セ
ン
コ
問
題
の
根
源
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
す
る
ジ
ョ
レ
ス
の
本
書
に

賭
け
た
狙
い
を
、
見
抜
け
て
い
た
な
ら
、
土
壌
や
肥
料
の
問
題
、
あ
る
い
は
古
典
的

遺
伝
学
の
達
成
を
削
減
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
論
点
が
農

業
問
題
を
ア
キ
レ
ス
腱
と
す
る
ソ
連
型
社
会
主
義
の
構
造
的
な
病
理
と
不
可
分
の
研

究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
だ
。

た
と
え
ば
英
語
版
と
そ
れ
を
底
本
と
す
る
各
国
語
版
は
、
本
書
第
二
章

「
一
九
四
八
年
の
ウ
イ
リ
ヤ
ム
ス
主
義
の
復
活
と
牧
草
式
輪
作
農
法
の
全
国
へ
の
波

及
」
を
ま
る
ご
と
カ
ッ
ト
し
て
い
る
。

本
章
で
ジ
ョ
レ
ス
は
「
四
八
年
農
学
ア
カ
デ
ミ
ー
総
会
後
の
ウ
イ
リ
ヤ
ム
ス
主

義
の
開
花
と
『
ス
タ
ー
リ
ン
式
自
然
大
改
造
計
画
』
の
形
態
に
よ
る
牧
草
式
輪
作
農

法
の
全
面
導
入
」
を
包
括
的
に
取
り
上
げ
た
。
し
た
が
っ
て
、
露
文
原
著
以
外
の
読

者
は
、
ジ
ョ
レ
ス
が
本
書
で
、
ル
イ
セ
ン
コ
論
争
と
の
関
連
で
「
ス
タ
ー
リ
ン
式
自

然
大
改
造
」
の
暴
挙
を
批
判
的
・
説
得
的
に
議
論
し
て
い
る
事
実
を
知
ら
な
い
で
き

た
。ジ

ョ
レ
ス
が
公
害
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
と
の
批
判
は
当
た
ら
な
い
。
邦

訳
者
・
金
光
は
ま
さ
に
、
そ
う
し
た
事
態
が
お
こ
る
の
を
危
惧
し
て
い
た
。
危
惧
は

現
実
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
金
光
は
四
五
年
前
に
、重
訳
で
は
な
い
、完
訳
を
自
ら
の
課
題
と
し
て
い
た
。

「
い
ず
れ
の
日
に
か
、
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
の
最
終
稿
を
入
手
し
、
改
訂
版
を
出
さ

ね
ば
な
な
い
と
思
っ
て
い
る（

（（
（

」
と
。
金
光
は
二
〇
〇
〇
年
に
他
界
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
三
年
前
の
一
九
九
七
年
秋
に
、
拙
訳
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
農
業
』
の
縁
で
、
札
幌
学

院
大
学
が
ジ
ョ
レ
ス
＆
リ
ー
タ
夫
妻
を
招
聘
し
た
際
に
、
金
光
は
東
京
で
ジ
ョ
レ
ス

と
存
分
に
ロ
シ
ア
語
で
語
り
あ
っ
た
。

本
書
は
、
英
語
版
お
よ
び
邦
訳
版
が
ど
こ
を
削
除
し
た
か
分
か
る
よ
う
、
す
べ

て
表
示
し
て
あ
る
。

読
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
省
い
た
英
語
版　
　

ジ
ョ
レ
ス
は
、
自
由
と
独
立
を

愛
す
る
ア
メ
リ
カ
人
読
者
に
呼
び
か
け
た
、
サ
ミ
＝
自
家
・
ズ
ダ
ー
ト
＝
出
版
に
賭

け
た
異
論
派=

反
体
制
派
知
識
人
と
し
て
の
、「
あ
と
が
き
」
に
あ
る
次
の
一
節
も

無
視
し
て
し
ま
っ
た（

（（
（

。

　

本
書
の
こ
の
版
は
事
実
上
の
第
三
版
と
言
っ
て
よ
い
。
最
初
の
二
版
は
一
九

六
二
年
と
一
九
六
三
年
に
公
刊
さ
れ
た
。
手
打
ち
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
印
字

し
た
タ
イ
プ
稿
の
本
で
あ
ろ
う
と
、
活
版
に
よ
る
製
本
で
あ
ろ
う
と
、
本
は
あ

く
ま
で
本
で
あ
る
。
著
作
の
学
術
的
な
意
義
、
著
作
の
社
会
的
な
影
響
は
、
公

刊издание  (=publication)

の
方
式
や
、
読
者
数
の
寡
多
に
左
右
さ
れ
な

い
。
本
書
英
語
版
の
読
者
の
方
々
が
、
も
し
も
、
本
書
の
初
版
と
第
二
版
を
ソ

連
で
読
ん
だ
に
違
い
な
い
読
者
数
に
匹
敵
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
私
の
望
外
の

喜
び
と
な
ろ
う
。

故
・
木
原
均
（
文
化
勲
章
受
賞
者
）
の
書
評　
　

金
光
訳
を
み
て
書
評
を
寄
せ

た
人
び
と
の
な
か
か
ら
、『
日
本
の
ル
ィ
セ
ン
コ
論
争
』
の
著
者
・
中
村
禎
里
が
、「
わ

が
国
が
生
ん
だ
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
生
物
学
者
の
ひ
と
り
」
と
い
う
木
原
均
の
書
評

を
紹
介
し
よ
う
。

木
原
は
、
ロ
シ
ア
人
自
身
の
手
で
初
め
て
ル
イ
セ
ン
コ
学
説
の
歴
史
と
内
幕
を
綴

る
こ
の
本
が
陽
の
目
を
み
た
意
義
に
つ
い
て
、「
ル
ィ
セ
ン
コ
説
を
知
ら
な
い
方
々
、

ま
た
は
も
う
忘
れ
た
人
た
ち
」
の
た
め
に
、
そ
の
説
を
改
め
て
紹
介
し
な
が
ら
述
べ

て
い
る
。
木
原
は
ま
た
、
ラ
ー
ナ
ー
教
授
が
「
英
訳
の
時
に
か
な
り
の
省
略
が
さ
れ

た
」
た
め
、
一
般
読
者
に
わ
か
り
に
く
い
箇
所
が
で
き
、
日
本
語
訳
の
術
語
に
「
見
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な
れ
ぬ
言
葉
が
あ
る
」
が
、「
そ
れ
は
原
語
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、「
し
か

し
全
体
と
し
て
は
好
訳
で
あ
る
」
と
評
し
た
。
実
に
的
確
な
指
摘
で
あ
る（

（（
（

。

六　

小
括
─
─
異
な
る
個
性
が
、
四
つ
の
複
眼
で
考
察
し
、
意
見
を
交
換
し
た
回
路

メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
双
生
児
は
こ
の
一
一
月
で
満
九
〇
歳
に
な
る
が
、
と
も
に

現
役
の
著
作
家
で
あ
る
。

ロ
イ
は
、
二
〇
一
一
年
、『
静
か
な
ド
ン
。
偉
大
な
小
説
の
謎
と
発
見
』
を
再
刊

し
た
。
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
ら
は
、シ
ョ
ー
ロ
フ
は
真
の
作
者
で
な
い
と
し
た
が
、

ロ
イ
は
、
本
書
で
そ
の
説
を
退
け
る
。
近
く
、『
一
〇
月
革
命
』
の
英
語
版
の
再
刊

が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
出
版
社
の
側
に
も
「
ロ
シ
ア
革
命
百
年
」
と
い
う
企

画
の
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

ジ
ョ
レ
ス
は
、
九
〇
歳
の
節
目
に
エ
ッ
セ
ー
集
『
危
険
な
仕
事
』
を
執
筆
中
で

あ
る
。
放
射
性
同
位
体
研
究
と
い
う
「
危
険
な
仕
事
」
に
道
に
踏
み
込
ん
だ
著
者

夫
妻
と
ロ
イ
夫
妻
を
主
人
公
と
す
る
歴
史
学
と
科
学
の
分
野
に
お
け
る
営
み
を
、

二
〇
一
〇
年
代
の
今
の
視
点
か
ら
回
顧
す
る
非
常
に
興
味
ぶ
か
い
エ
ッ
セ
ー
が
、
毎

月
の
よ
う
に
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
で
届
く
。
先
月
届
い
た
エ
ッ
セ
ー
に
は
、
旧

ソ
連
解
体
に
関
連
す
る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
失
脚
を
め
ぐ
り
、
ジ
ョ
レ
ス
の
新
し
い
推

理
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ジ
ョ
レ
ス
は
そ
れ
ら
の
論
点
も
含
め
、
モ
ス
ク
ワ
の
ロ
イ
と
今
も
毎
週
、
電
話

で
議
論
し
て
い
る
。

小
括
に
あ
た
り
、
ひ
と
つ
だ
け
感
想
を
の
べ
、
付
随
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介

し
て
お
き
た
い
。

四
つ
の
眼
で
み
て
、
意
見
を
交
換
し
、
発
言
す
る　
　

兄
弟
は
一
七
歳
で
従
軍
。

退
役
・
復
員
し
て
別
の
大
学
に
入
学
。
学
部
も
専
攻
も
全
く
別
だ
っ
た
。
入
党
し
た

ロ
イ
と
非
党
員
で
通
し
た
ジ
ョ
レ
ス
。
一
卵
性
双
生
児
で
あ
り
な
が
ら
、
何
ご
と
に

も
活
動
的
で
社
交
性
豊
か
な
ジ
ョ
レ
ス
と
、
シ
ャ
イ
で
実
直
、
遠
慮
が
ち
な
ロ
イ
と

い
う
よ
う
に
、
性
格
も
極
め
て
対
照
的
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
兄
・
弟
は
た
え
ず
弟
・

兄
を
切
り
離
せ
な
い
分
身
と
し
て
思
索
し
、
討
論
し
、
創
作
に
励
ん
で
き
た
ご
と
く

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
も
し
も
ふ
た
り
が
、
著
し
く
個
性
の
異
な
る
双
生
児
で
な
か
っ

た
な
ら
ば
、
ロ
イ
の
『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
も
、
ジ
ョ
レ
ス
の
『
ル
イ
セ
ン
コ

の
興
亡
』
も
、
世
界
に
名
を
残
す
著
書
と
し
て
出
版
に
漕
ぎ
つ
け
る
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
思
え
て
な
ら
な
い
。

ロ
イ
に
よ
れ
ば
、
ジ
ョ
レ
ス
の
サ
ミ
ズ
ダ
ー
ト
は
、
遺
伝
学
論
争
史
と
い
う
そ

の
道
の
専
門
家
で
な
け
れ
ば
難
し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
自
分
の
よ

う
な
文
系
の
人
間
を
ふ
く
め
、
誰
に
も
わ
か
る
、
説
得
力
あ
る
作
品
で
あ
る
が
ゆ
え

に
支
持
が
広
が
っ
た
と
い
う
。
ジ
ョ
レ
ス
は
、
自
身
の
複
眼
と
、
そ
し
て
ロ
イ
の
複

眼
と
を
通
し
て
見
え
て
く
る
遺
伝
学
論
争
史
を
書
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ロ
イ
の
歴
史
書
も
、
そ
う
し
た
四
つ
の
複
眼
の
所
産
と
読
め
る
。

ジ
ョ
レ
ス
と
ロ
イ
の
秘
密
の
回
路　
　

そ
れ
で
は
、
一
九
七
三
年
以
降
、
ロ
ン

ド
ン
と
モ
ス
ク
ワ
に
分
か
れ
て
活
動
す
る
ふ
た
り
を
結
び
つ
け
る
回
路
を
支
え
た
の

は
誰
だ
っ
た
の
か
。

ジ
ョ
レ
ス
の
精
神
病
院
監
禁
事
件
の
現
場
取
材
を
通
し
て
兄
弟
の
毅
然
と
し
た

姿
勢
に
モ
ス
ク
ワ
の
外
国
特
派
員
団
が
敬
意
を
い
だ
い
て
い
た
。
事
件
の
翌
年
、
モ

ス
ク
ワ
特
派
員
と
し
て
赴
任
し
た
ヘ
ド
リ
ッ
ク
・
ス
ミ
ス
（『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

イ
ム
ス
』）
や
ロ
バ
ー
ト
・
カ
イ
ザ
ー
（『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
』）
ら
が
、
米
国

の
本
社
編
集
部
と
の
連
絡
に
用
い
る
外
交
郵
便
を
、
ジ
ョ
レ
ス
と
ロ
イ
と
の
私
信
と

文
献
と
資
料
の
交
信
の
便
宜
に
供
し
た
の
で
あ
る
。

筆
者
が
初
め
て
ロ
ン
ド
ン
の
ジ
ョ
レ
ス
を
取
材
し
た
と
き
の
質
問
項
目
の
ひ
と
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つ
が
、『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
農
業
』
の
執
筆
過
程
で
、
モ
ス
ク
ワ
の
ロ
イ
と
ど
う
連
絡
を

取
り
合
っ
た
の
か
と
い
う
も
の
だ
っ
た（

（（
（

。

Ｒ
・
タ
ッ
カ
ー
の
弟
子
Ｓ
・
コ
ー
エ
ン
も
こ
の
交
信
手
段
を
用
い
て
、
兄
弟
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
タ
イ
ム
ス
も
、

モ
ス
ク
ワ
特
派
員
が
異
動
し
て
も
、
兄
弟
の
サ
ポ
ー
ト
役
が
継
承
さ
れ
た
。
Ｈ
・
ス

ミ
ス
と
Ｒ
・
カ
イ
ザ
ー
の
両
特
派
員
は
米
国
に
帰
任
す
る
と
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家

に
な
っ
た
。
ス
ミ
ス
は
『
ロ
シ
ア
人
』『
ロ
シ
ア
人
新
版
』『
新
ロ
シ
ア
人
』
を
、
そ

し
て
カ
イ
ザ
ー
は
『
ソ
連
の
中
の
ロ
シ
ア
』
一
部
・
二
部
・
三
部
を
世
に
送
り
だ
し

た
。
ふ
た
り
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
、
ど
れ
も
邦
訳
が
あ
る
。
世
界
は
広
い
が
、
兄
弟

に
は
意
外
と
身
近
に
人
び
と
と
ふ
れ
合
う
回
路
が
あ
っ
た
。

ロ
シ
ア
革
命
一
世
紀　
　

ジ
ョ
レ
ス
と
初
対
面
し
た
二
二
年
前
、
筆
者
は
こ
う

書
い
た
こ
と
が
あ
る（

（（
（

。　

　
　

だ
が
ロ
ン
ド
ン
と
モ
ス
ク
ワ
と
に
分
離
さ
れ
た
二
人
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
互
の
密
接
な
協
力
の
も
と
に
全
世
界
が
注
目
す
る
執
筆

活
動
を
続
け
て
き
た
。
当
局
が
ジ
ョ
レ
ス
の
帰
国
を
閉
ざ
し
た
こ
と
で
反
対
派

は
打
撃
を
受
け
た
が
、
そ
の
こ
と
で
逆
に
当
局
は
、
最
も
精
悍
な
虎
を
野
に
放

つ
結
果
に
も
な
っ
た
。
外
部
か
ら
は
容
易
に
理
解
し
難
い
、
ソ
連
国
内
の
政
治

的
諸
事
変
に
た
い
す
る
、
精
度
の
高
い
情
報
に
基
づ
く
、
複
眼
的
視
角
か
ら
の

ジ
ョ
レ
ス
の
示
唆
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
れ
だ
け
足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
を
補

い
、
ま
た
無
用
な
国
際
的
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
ど
れ
だ
け
未
然
に
回
避
さ
れ
て
き

た
こ
と
か
。

二
〇
一
七
年
を
前
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
と
ス
タ
ー
リ
ン
な
き
ス
タ
ー
リ
ン
主

義
な
し
に
語
れ
な
い
一
〇
月
革
命
一
世
紀
周
年
を
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
超
え
て
記
念

す
る
の
に
、
ジ
ョ
レ
ス
＆
ロ
イ
・
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
、
ロ
バ
ー
ト
・
タ
ッ
カ
ー

と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
コ
ー
エ
ン
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
師
弟
、そ
し
て
、ヘ
ド
リ
ッ
ク
・

ス
ミ
ス
と
ロ
バ
ー
ト
・
カ
イ
ザ
ー
の
元
モ
ス
ク
ワ
特
派
員
の
六
名
を
、
二
〇
一
七
年

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
候
補
に
推
す
と
い
う
考
え
は
ど
う
だ
ろ
う
（
残
念
な
が
ら
タ
ッ

カ
ー
教
授
は
故
人
で
あ
る
）。

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ノ
ー
ベ
ル
委
員
会
（D

en norske 
N

obelkom
ite

）
が
選
考
す
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
か
つ
て
、
追
放
さ
れ
た
レ
オ
ン
・
ト
ロ
ツ
キ
―
を
受
け
い
れ
、

当
地
で
『
裏
切
ら
れ
た
革
命
』
が
書
か
れ
た
。（
了
）

註（
１
）
久
保
英
雄
訳
『
知
ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』
現
代
思
潮
新
社
、
二
〇
〇
三
年
、
序
文
、
二
一
一
〜

一
五
、四
六
八
〜
七
三
頁
。「
な
か
な
か
の
知
恵
者
」
の
箇
所
は
久
保
英
雄
訳
で
は
「
知
性
に
溢
れ
た
人

間
」
と
し
て
い
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
と
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
ふ
く
め
て
、
拙
稿
「
メ
ド
ヴ
ェ
ー

ジ
ェ
フ
双
生
児
『
知
ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』
の
重
版
に
よ
せ
て
」『
ア
ソ
シ
エ
２
１
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』

二
〇
〇
三
年
一
一
月
号
、
六
─
七
頁
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）M

edvedev, Zhores A. 

“Two Decades of Dissidence,

” New Scientist, vol. 72., no. 
1025 (1976), 264-67.

（
３
）M

edvedev, Zhores A. 

“Facts Behind the Soviet Nuclear Disaater, 

” New Scientist, 
vol. 74., no. 1058 (1977), 761-64.

（
４
）М

едведев, Ж
орес, ОПАСНАЯ ПРОФ

ЕССИЯ, Глава 36 М
ой новы

й статус.

（
ジ
ョ
レ
ス
が
目
下
執
筆

中
の
エ
ッ
セ
ー
集
『
危
険
な
仕
事
』
の
第
三
六
章
「
私
の
新
し
い
職
位
」）。

（
５
）イ
リ
イ
ン
著『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
＝
虚
偽
と
真
実
』長
崎・ヒ
バ
ク
シ
ャ
医
療
国
際
協
力
会
発
行
、一
九
九
八
年
、

五
頁
。L.A. Ilyin, Chernobyl: m

yth and reality, M
oscow M

egapolis, 1995, p.12.

ジ
ョ
レ

ス
は
、
Ａ
・
Ｋ
・
グ
シ
コ
ワ
医
師
と
と
も
に
、
ソ
連
の
放
射
線
防
護
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
生
物
物
理
研

究
所
の
イ
リ
イ
ン
所
長
が
、
ウ
ラ
ル
核
惨
事
で
起
き
た
医
療
上
の
問
題
の
も
み
消
し
に
動
い
た
こ
と
を
批

判
し
た
こ
と
が
あ
る
（『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
遺
産
』
み
す
ず
書
房
、
二
一
二
頁
）。
ジ
ョ
レ
ス
に
よ
る
と
、

二
〇
〇
六
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
ポ
ロ
ニ
ウ
ム
殺
人
事
件
が
起
き
、
事
件
の
謎
を
解
く
『
ロ
ン
ド
ン
の
ポ
ロ
ニ
ウ

ム-210

事
件
』
を
上
梓
し
た
際
（
わ
が
国
出
版
界
は
Ｍ
16
情
報
を
受
け
売
り
す
る
親
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
＝

反
プ
ー
チ
ン
本
だ
け
を
邦
訳
し
た
）、
英
国
秘
密
情
報
部
Ｍ
16
説
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
ジ
ョ
レ
ス
説
を
裏

づ
け
る
根
拠
を
、
イ
リ
イ
ン
所
長
が
呈
示
し
た
と
い
う
。
拙
稿
「
放
射
能
毒
殺
（
ポ
ロ
ニ
ウ
ム-210

）
事
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件
を
め
ぐ
る
ジ
ョ
レ
ス・メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
の
洞
察
」『
労
働
運
動
研
究
』
復
刊
第
一
八
号
、
二
〇
〇
七
年
、

八
八
〜
九
五
頁
も
参
照
。

（
６
）
ジ
ョ
レ
ス
『
ソ
連
に
お
け
る
科
学
と
政
治
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
九
〇
、九
八
〜
九
九
頁
。

（
７
）
同
右
『
科
学
と
政
治
』
九
二
、九
三
、九
九
頁
。
拙
稿
「
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
に
よ
る
「
原
子
力
収
容
所

Atom
ic Gulag

」
認
識
の
舞
台
裏
」『
藤
女
子
大
学
紀
要
』
第
五
〇
号
、
二
〇
一
三
年
、
一
九
〜
二
〇
頁
。

（
８
）
天
野
尚
樹
訳・佐
々
木
洋
監
訳
『
回
想　
一
九
二
五
─
二
〇
一
〇
』
現
代
思
潮
新
社
、二
〇
一
二
年
、三
〇
頁
。

（
９
）
同
右
『
回
想
』
九
六
〜
九
七
、一
〇
六
〜
〇
七
頁
。

（
10
）
石
堂
清
倫
訳
『
共
産
主
義
と
は
何
か
？
』
上
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七
三
年
、
二
〇
六
〜
一
五
頁
。

（
11
）
木
村
浩
訳
『
収
容
所
群
島
』
は
、
被
告
人
ヤ
ク
ボ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
の
裁
判
を
、「
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
合
同
事
務

局
裁
判
」
と
す
る
が
適
訳
で
な
い
。
現
代
思
潮
新
社
版
は
「
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
連
邦
ビ
ュ
ー
ロ
ー
裁
判
」
と

す
る
。英
語
版
もThe Case of the All-Union Bureau of the M

ensheviks

に
な
っ
て
い
る
。A.I. 

Solzhenitsyn, The Gulag Archipelago, 1973, p.399.

（
12
）
ジ
ョ
レ
ス
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
」
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
共
著
『
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー

ツ
ィ
ン
と
サ
ハ
ロ
フ
』
現
代
思
潮
新
社
、二
〇
〇
五
年
、三
一
一
〜
一
七
頁
。
論
文
集
『
二
○
世
紀
』（
露
文
）

の
邦
訳
版
が
、
石
堂
・
他
訳
『
ソ
ヴ
ェ
ト
反
体
制　
地
下
秘
密
出
版
の
コ
ピ
ー
』
第
一
輯
／
第
二
輯
、
三
一

書
房
、
一
九
七
六
年
、
七
七
年
で
あ
る
。
同
『
論
文
集
』
第
二
号
英
語
版
の
序
文
で
、
ジ
ョ
レ
ス
が
ヤ
ク
ボ
ー

ヴ
ィ
チ
証
言
の
重
要
性
と『
収
容
所
群
島
』に
お
け
る
歪
曲
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。Roy M

edvedev (ed), 
Sam

izdat Register II, Norton, 1981, x-xi

。

（
13
）『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
露
文
原
著
の
一
九
五
～
九
六
頁
。
な
お
、
英
語
版
一
九
八
九
年
改
訂
版
は

二
七
三
〜
七
四
頁
を
参
照
。

（
14
）
以
上
の
ロ
イ
の
逮
捕
と
刑
事
裁
判
、
ス
リ
ル
満
点
の
逃
避
行
の
典
拠
は
、
注
４
の
前
掲
エ
ッ
セ
ー
集
『
危
険

な
仕
事
』
のГлава10, По Протве в Пущ

ино

（
第
一
〇
章
「
学
術
都
市
プ
ー
シ
チ
ノ
の
プ
ロ
タ
ワ
で
」）

とГлава14, Новое направление исследований

（
第
十
四
章
「
新
し
い
学
派
」）
に
よ
る
。

（
15
）
ロ
イ
著
・
石
堂
清
倫
訳
『
ス
タ
ー
リ
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
（
原
著
名
「
ス
タ
ー
リ
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義

再
論
」）』
三
一
書
房
、
一
九
七
九
年
、
は
し
が
き
。

（
16
）
前
掲
『
回
想
』
二
七
九
頁
。

（
17
）
ロ
イ
『
一
〇
月
革
命
』
未
来
社
、
一
九
八
九
年
、
三
一
一
〜
一
五
頁
。

（
18
）『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
農
業1917-1992

―
集
団
化
と
農
工
複
合
の
帰
結
』
北
大
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
五
年
、

vii-viii.

（
19
）
同
右
七
五
頁

（
20
）
溪
内
譲
『
ス
タ
ー
リ
ン
政
治
体
制
の
成
立
』
全
四
部
、岩
波
書
店
、一
九
七
〇
、七
二
、八
〇
、八
六
年
。
同
『
上

か
ら
の
革
命
』
同
書
店
、
一
九
八
六
年
。

（
21
）
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
と
タ
ッ
カ
ー
／
コ
ー
エ
ン
師
弟
と
の
関
係
、
お
よ
び
コ
ー
エ
ン
の
仲
立
ち
に
つ
い

て
は
、前
掲『
危
険
な
仕
事
』のГлава 33 Третий раз в Ам

ерике

（
第
三
三
章　
三
度
目
の
ア
メ
リ
カ
）

に
よ
る
。

（
22
）
著
作
集
第
二
巻
第
二
分
冊
『
ル
イ
セ
ン
コ
の
興
亡
』
の
拙
稿
解
題
を
参
照
。

（
23
）
本
書
第
三
部
第
二
章
末
尾
。
前
掲
『
回
想
』
六
五
頁
も
参
照

（
24
）
ル
イ
セ
ン
コ
派
の
大
失
態
と
サ
ハ
ロ
フ
の
活
躍
ぶ
り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
ロ
イ
「
サ
ハ
ロ
フ
に
関
す
る
回
想

よ
り
」
前
掲
『
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
と
サ
ハ
ロ
フ
』
六
〇
〜
六
四
頁
。

（
25
）前
掲
エ
ッ
セ
ー
集『
危
険
な
仕
事
』のГлава7 Секреты

 Обнинска

（
第
七
章「
オ
ブ
ニ
ン
ス
ク
の
秘
密
」）

（
26
）
前
掲
『
危
険
な
仕
事
』
のГлава 15 Лекция для Конгресса по геронтологии в Киеве

（
第
一
五

章　
加
齢
学
キ
ー
エ
フ
国
際
学
会
の
報
告
）
に
よ
る
。

（
27
）
ジ
ョ
レ
ス
「
サ
ハ
ロ
フ
に
関
す
る
覚
書
」「
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
イ
ン
の
思
い
出
か
ら
」
前
掲
『
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー

ツ
ィ
ン
と
サ
ハ
ロ
フ
』
所
収
、
参
照
。

（
28
）
本
書
序
文
（
一
九
六
七
年
一
月
の
英
語
版
へ
の
序
文
）

（
29
）『
自
然
』『
遺
伝
』
両
誌
に
の
っ
た
木
原
均
の
す
ぐ
れ
た
論
評
が
木
原
「
二
つ
の
遺
伝
学
」『
小
麦
の
合
成　

木
原
均
随
筆
集
』（
講
談
社
、一
九
七
三
年
）、に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
最
近
刊
行
さ
れ
た
伊
藤
康
彦
の
労
作『
武

谷
三
男
の
生
物
学
思
想
』
風
媒
社
、二
〇
一
三
年
刊
に
は
、木
原
の
書
評
が
い
う
「
も
う
忘
れ
た
人
た
ち
」
が
、

わ
が
国
の
生
物
学
論
争
史
の
ど
う
い
う
論
客
で
あ
る
か
を
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
興
味
深
い
。

（
30
）
金
光
不
二
夫
「
邦
訳
者
あ
と
が
き
」『
ル
イ
セ
ン
コ
学
説
の
興
亡
』
河
出
書
房
新
社
、
二
五
七
頁
。

（
31
）
筆
者
は
ジ
ョ
レ
ス
著
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
農
業
』
の
完
訳
稿
作
成
前
の
一
九
九
三
年
夏
、
ジ
ョ
レ
ス
を
訪
ね
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
一
切
を
「
ジ
ョ
レ
ス
・
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
大
い
に
語
る
─
わ
が
人
生
、
わ
が
研
究
」
季

刊
『
窓
』
一
八
号
、
一
九
九
三
年
、
に
収
め
て
い
る
。
秘
密
の
回
路
に
関
す
る
質
疑
の
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

ジ
ョ
レ
ス
は
こ
う
言
っ
た
。

　
一
九
七
三
～
八
八
年
に
二
人
は
一
種
の
非
公
式
の
連
絡
回
路
を
設
け
て
お
り
ま
し
た
…
…
こ
の
回
路

で
ロ
イ
は
書
き
か
け
の
著
作
の
草
稿
を
送
っ
て
き
て
、
わ
た
し
は
草
稿
に
た
い
す
る
論
評
や
、
多
く
の

文
献
類
を
送
り
か
え
し
、
ま
た
、
彼
は
失
職
し
て
無
収
入
で
し
た
か
ら
家
計
の
支
援
も
し
ま
し
た
。
通

常
の
郵
送
も
可
能
で
し
た
か
ら
、
用
紙
か
ら
…
…
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
ま
で
、
不
足
を
訴
え
る
も
の
は
何

で
も
送
り
ま
し
た
。

　
…
…
米
国
人
か
ら
、「
旅
行
の
際
ロ
イ
に
会
え
る
は
ず
な
の
で
紹
介
し
て
ほ
し
い
」と
の
電
話
が
く
る

と
、「
何
か
運
ん
で
く
れ
る
場
合
に
限
り
、
紹
介
状
を
書
き
ま
す
」
と
応
じ
、
内
緒
の
連
絡
網
を
設
け

た
の
で
す
。

　
…
…
ロ
イ
と
の
率
直
な
議
論
、
草
稿
や
文
献
そ
の
他
の
重
要
な
資
料
の
交
換
に
は
、
外
国
、
と
く
に

米
・
英
の
特
派
員
が
支
援
す
る
回
路
を
利
用
し
ま
し
た
。
米
国
の
特
派
員
団
は
、
外
交
特
権
（
外
交
郵

便
＝courier

ク
ー
リ
エ
の
こ
と
）
を
使
え
る
唯
一
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
集
団
で
し
た
…
…
（
こ
の
あ

と
、
実
際
に
ス
ミ
ス
特
派
員
の
助
け
で
ど
う
ク
ー
リ
エ
を
使
っ
た
の
か
の
話
が
つ
づ
く
）。

（
32
）
同
右
『
窓
』
一
八
号
、
一
四
一
頁
。

shigekazu
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補
遺
　
不
破
哲
三
『
前
衛
』
連
載
「
ス
タ
ー
リ
ン
秘
史
」
の
メ
ド
ヴ
ェ
ー

ジ
ェ
フ
兄
弟
へ
の
好
意
的
評
価

本
誌
『
ア
リ
ー
ナ
』
へ
の
投
稿
を
準
備
し
て
い
た
七
月
に
、『
前
衛
』
連
載
の
不

破
哲
三
論
文
「
ス
タ
ー
リ
ン
秘
史　

巨
悪
の
成
立
と
展
開
」
の
最
終
章
、
第
三
〇
章

が
、
ジ
ョ
レ
ス
＆
ロ
イ
・
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
の
、
と
く
に
二
人
の
共
著
『
知

ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』
を
驚
く
ほ
ど
好
意
的
に
紹
介
し
た
。

筆
者
は
定
年
退
職
後
、「
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
研
究
」
を
お
も
な
課
題
の
ひ

と
つ
と
し
て
い
る
。こ
の
た
び
、は
か
ら
ず
も『
ジ
ョ
レ
ス
＆
ロ
イ
・
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ

フ
選
集
』
日
本
語
版
刊
行
を
お
手
伝
い
し
た
関
係
も
あ
り
、
本
稿
の
「
補
遺
」
と
い

う
か
た
ち
で
、
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
の
所
説
に
か
か
わ
る
か
ぎ
り
で
、『
前
衛
』

連
載
の
不
破
哲
三
論
文
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
た
。

１　

メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
の
批
判
と
肯
定
的
な
紹
介

『
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
日
記
』
が
炙
り
出
す
ス
タ
ー
リ
ン
の
覇
権
主
義
的
謀
略　
　

不

破
は
、
科
学
的
社
会
主
義
の
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
の
た
め
に
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代

の
空
気
を
吸
い
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
理
論
に
打
ち
込
ん
だ
経
験
の
あ
る
世
代
に
は
応
分

の
果
た
す
べ
き
課
題
が
あ
る
と
い
う
。
学
生
時
代
に
『
経
済
学
教
科
書
』
や
『
マ
ル

ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
基
礎
』
に
読
ん
だ
わ
れ
わ
れ
も
そ
の
最
後
の
世
代
に
あ
た

る
だ
ろ
う
。

そ
の
不
破
が
、
二
〇
〇
九
年
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
身
近
な
人
物
と
し
て
一
九
三
四
～

四
八
年
の
独
裁
者
の
言
行
を
直
接
記
録
し
た
『
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
日
記
』
に
出
あ
い
、

こ
れ
ま
で
知
り
得
な
か
っ
た
多
く
の
新
事
実
に
直
面
し
た
。
こ
の
『
日
記
』
を
縦
軸

に
、そ
の
他
の
機
密
解
除
さ
れ
た
諸
史
料
を
横
軸
に
分
析・考
察
し
た
結
果
が
『
前
衛
』

誌
で
三
〇
回
連
載
さ
れ
た
労
作「
ス
タ
ー
リ
ン
秘
史　

巨
悪
の
成
立
と
展
開
」で
あ
る
。

『
前
衛
』
の
存
在
を
意
識
し
な
く
な
っ
て
久
し
い
筆
者
に
と
っ
て
も
、
こ
の
連
載

だ
け
は
ほ
ぼ
毎
月
読
み
、
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

不
破
の
兄
弟
批
判
（
一
）　　
不
破
論
文
が
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
に
言
及
す

る
の
は
第
一
七
章
「
独
ソ
戦
始
ま
る
」
と
第
三
〇
章
「
一
九
五
〇
～
五
三
年
」
で
あ

る
。一
七
章
の
前
半
は
、ヒ
ト
ラ
ー
の″
不
意
打
ち
〟で
緒
戦
に
敗
北
を
喫
し
た
ス
タ
ー

リ
ン
が
、
し
ば
ら
く″
意
気
消
沈
〟
状
態
に
陥
っ
た
と
い
う
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
説
に
は
、

『
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
日
記
』
と
い
う
有
力
な
反
証
が
あ
り
、
同
説
は
間
違
い
で
あ
る
。

側
近
の
証
言
と
あ
っ
て
、″
意
気
消
沈
〟
説
は
広
く
受
け
い
れ
ら
れ
た
が
、そ
こ
に
「
ス

タ
ー
リ
ン
時
代
の
歴
史
の
先
駆
的
な
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ

兄
弟
さ
え
、
第
二
○
回
党
大
会
の
一
五
年
後
に
発
表
さ
れ
た
最
初
の
代
表
的
な
著
作

『
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
に
起
源
と
終
結
』（
一
九
七
一
年
、
日
本
語
訳
『
共
産
主
義
と
は

何
か
』
上
下
、
一
九
七
三
年
、
三
一
書
房
）」
で
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
こ
の
発
言
を

そ
の
ま
ま
引
用
し
た
上
で
、
そ
れ
を
さ
ら
に
補
強
す
る
話
を
つ
け
く
わ
え
た
」
と
し

て
兄
弟
を
批
判
し
た（
１
）。

言
わ
ず
も
が
な
で
は
あ
る
が
、
こ
の
書
は
ロ
イ
の
単
著
で
あ

り
、
邦
訳
書
の
下
巻
は
一
九
七
四
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

不
破
の
兄
弟
批
判
（
二
）　　
不
破
は
つ
づ
い
て
、
批
判
（
一
）
に
つ
い
て
、
メ

ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
は
、
二
〇
〇
一
年
発
表
（
日
本
語
版
は
〇
三
年
）
の
『
知
ら

ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』
で
、
そ
の
後
明
ら
か
に
な
っ
た
記
録
資
料
に
よ
り
、
六
月
二
二

日
～
七
月
二
日
の
「
ス
タ
ー
リ
ン
の
所
在
と
行
動
を
丹
念
に
た
ど
り
、
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
の
告
発
が″
捏
造
〟
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
証
し
、
三
〇
年
前
の
自
著
へ
の
事
実
上

の
訂
正
を
お
こ
な
い
ま
し
た
」
と
述
べ
る
。
そ
の
一
方
で
不
破
は
、
兄
弟
が
利
用
し

た
記
録
資
料
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
事
務
書
記
た
ち
に
よ
る
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
執
務
室

で
誰
と
接
見
し
た
の
か
と
い
う
記
録
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
執
務
室
以
外
で
の
ス

タ
ー
リ
ン
の
活
動
の
記
載
は
な
い
こ
と
か
ら
、「
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
が
、
接
見
記

録
の
な
い
日
を
ス
タ
ー
リ
ン
が
別
荘
に
こ
も
っ
た
日
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
っ
て
い

shigekazu
ハイライト表示



332

ロシア革命百年を生きぬく視角

る
の
は
、
正
確
な
記
述
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
…
…
こ
れ
は
、
戦
争
の
最
高
指
導

者
で
あ
る
ス
タ
ー
リ
ン
の
行
動
を
、″
執
務
室
で
の
接
見
〟
と
い
う
狭
い
視
野
か
ら

だ
け
見
る
も
の
で
、
明
ら
か
に
誤
っ
た
判
定
で
し
た
」
と
批
判
す
る（
２
）。

本
書
の
序
文
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
と
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
、
ソ
連
崩
壊
に
よ

り
は
じ
め
て
、「
本
当
に
深
い
理
解
」
が
よ
う
や
く
始
ま
り
、
そ
れ
を
「
客
観
的
」

に
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る（
３
）。
不
破
の
二
つ
の
批
判
を
、
兄
弟
も

歓
迎
す
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
歓
迎
し
た
い
の
は
、
不
破
が
、
お
そ
ら
く
日
本
共
産
党

の
現
役
の
最
高
幹
部
の
ひ
と
り
と
し
て
、
機
関
誌
『
前
衛
』
の
誌
面
で
初
め
て
肯
定

的
に
往
年
の
異
論
派
＝
反
体
制
派
知
識
人
兄
弟
を
と
り
あ
げ
、
し
か
も
、「
ス
タ
ー

リ
ン
時
代
の
歴
史
の
先
駆
的
な
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄

弟
」と
好
意
的
に
紹
介
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ョ
レ
ス
は
、科
学
研
究
に
は
百
害
あ
っ

て
一
利
な
し
と
、
一
度
も
入
党
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
ロ
イ
は
、
党
内
の
民
主
派

に
位
置
し
、
反
党
分
子
と
し
て
除
名
さ
れ
、
ソ
連
民
主
化
の
時
代
に
復
党
し
た
。
ソ

連
共
産
党
の
民
主
集
中
制
に
は
一
貫
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。

２　

不
破
「
ス
タ
ー
リ
ン
秘
史
」
最
終
章
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
知
ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』
ジ
ョ
レ
ス
三
論
稿

不
破
論
文
に
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
が
ふ
た
た
び
登
場
す
る
第
三
〇
章

「
一
九
五
〇
～
五
三
年
」
は
、
こ
の
朝
鮮
戦
争
期
に
、
国
内
で
、「
自
分
が
つ
く
り
あ

げ
た
覇
権
主
義
と
専
制
主
義
の
帝
国
を
、
い
か
に
し
て
維
持
す
べ
き
か
、
ス
タ
ー
リ

ン
以
後
の
後
継
体
制
づ
く
り
に
努
力
を
集
中
し
て
」
い
た
、
か
れ
の
「
最
後
の
時
期

と
そ
の
死
」
を
も
っ
て
終
止
符
を
う
つ
。

そ
し
て
、「
ス
タ
ー
リ
ン
秘
史　

巨
悪
の
成
立
と
展
開
」
を
締
め
く
く
る
最
終
章

の
叙
述
に
あ
た
り
、
不
破
は
、「
こ
の
章
で
利
用
し
た
歴
史
資
料
」
の
典
拠
に
つ
い

て
こ
う
述
べ
る（
４
）。

　

ス
タ
ー
リ
ン
の
こ
の
最
後
の
時
期
に
つ
い
て
、
最
も
多
く
の
歴
史
資
料
を
収

集
し
て
い
る
論
稿
に
、
ジ
ョ
レ
ス
・
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
の
三
つ
の
論
稿
、「
ス

タ
ー
リ
ン
、
死
の
謎
」、「
隠
さ
れ
た
ス
タ
ー
リ
ン
の
後
継
者
」、「
ス
タ
ー
リ
ン
、

ソ
連
の
ユ
ダ
ヤ
人
、『
医
師
団
陰
謀
事
件
』
問
題
」
が
あ
り
ま
す
。

　

三
論
稿
と
も
…
…
共
著
『
知
ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』
…
…
に
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
共
著
者
の
ジ
ョ
レ
ス
と
ロ
イ
は
、
一
九
二
五
年
生
ま
れ
の
双
子
の
兄

弟
で
す
。
ジ
ョ
レ
ス
は
生
化
学
者
・
歴
史
家
、
ロ
イ
は
歴
史
家
で
、
二
人
と

も
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ス
タ
ー
リ
ン
問
題
の
も
っ
と
も
著
名
な
研
究
者
と
し
て

知
ら
れ
、最
初
の
共
同
著
作
〔
誤
解　

ロ
イ
単
著
─
引
用
者
〕『
歴
史
の
審
判
』

（
一
九
六
九
年
、
日
本
語
版
『
共
産
主
義
と
は
何
か
』
上
下
、
三
一
書
房
）
以

後
、
ス
タ
ー
リ
ン
お
よ
び
ス
タ
ー
リ
ン
以
後
の
ソ
連
に
関
す
る
多
く
の
著
作
が

日
本
で
も
翻
訳
、
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
あ
げ
た
三
論
稿
は
…
…
私
自
身
、
個
々
の
点
で
は
、
そ
の
資
料
か
ら
異

な
る
結
論
を
引
き
出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
章

の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
三
論
稿
で
提
供
さ
れ
た
歴
史
資
料
の
多
く
を
利
用
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

た
し
か
に
「
ス
タ
ー
リ
ン
秘
史
」
の
最
終
章
を
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
「
帝
国
の
維

持
と
後
継
者
の
確
保
に
む
け
た
布
石
」を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
展
開
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

ジ
ョ
レ
ス
三
論
稿
は
、
さ
ま
ざ
ま
着
想
を
育
ん
で
く
れ
る
刺
激
に
富
ん
だ
作
品
ば
か

り
で
あ
る
。
不
破
の
意
図
は
成
功
し
て
い
る
と
思
う
。

そ
し
て
、
不
破
が
、
科
学
的
社
会
主
義
の
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
に
と
っ
て
も
、『
歴

史
の
審
判
に
向
け
て
』
か
ら
『
知
ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』
に
い
た
る
メ
ド
ヴ
ェ
ー

shigekazu
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ジ
ェ
フ
兄
弟
の
作
品
が
、
重
要
な
参
考
文
献
の
ひ
と
つ
に
な
る
と
示
唆
し
た
こ
と
に

は
、
思
想
・
信
条
を
こ
え
て
、
お
お
い
に
歓
迎
し
た
い
。

そ
の
う
え
で
、
不
破
の
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
理
解
に
つ
い
て
若
干
、
私
見

を
述
べ
て
み
よ
う
。

ひ
と
つ
は
細
か
い
事
だ
が
、「
ス
タ
ー
リ
ン
秘
史
」
が
終
章
を
「
そ
れ
ま
で
ス
タ
ー

リ
ン
の
時
に
し
か
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
」
ス
ー
ス
ロ
フ
の
葬
儀
で
飾
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
不
破
は
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
、『
知
ら
れ

ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』
の
ジ
ョ
レ
ス
稿
か
ら
引
い
て
い
る
。

不
破
の
引
用
に
問
題
は
な
い
。
た
だ
し
厳
密
に
言
え
ば
、
ジ
ョ
レ
ス
の
こ
の
フ

レ
ー
ズ
は
、
ロ
イ
著
『
ス
タ
ー
リ
ン
の
側
近
』（
一
九
八
三
年
）
の
ス
ー
ス
ロ
フ
の

章
の
冒
頭
か
ら
引
い
た
も
の
で
あ
る（
５
）。『
選
集
』
日
本
語
版
に
は
収
録
さ
れ
な
い
露

文
原
著
の
『
選
集
』
第
四
巻
は
、
本
文
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、『
ス
タ
ー
リ
ン
の
側

近
た
ち
』と『
知
ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』を
収
め
る
。
第
四
巻
の
人
名
索
引
で「
ス
ー

ス
ロ
フ
」
の
叙
述
を
対
照
す
れ
ば
、
ジ
ョ
レ
ス
が
ロ
イ
の
「
旧
著
」
に
多
く
負
っ
て

い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

３　
『
知
ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』
の
エ
ッ
セ
ン
ス

不
破
は
、
兄
弟
の
共
著
『
知
ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ

を
積
極
的
に
評
価
す
る
。
し
か
し
、
不
破
の
評
価
は
、
あ
く
ま
で
「
ス
タ
ー
リ
ン
秘

史
」
の
論
旨
に
必
要
な
限
り
で
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
の
所
説
を
吟
味
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
兄
弟
が
『
知
ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』
の
共
著
全
体
で
、
何
を
発
信
し
よ

う
と
し
た
か
を
鳥
瞰
す
る
視
点
か
ら
本
書
を
評
価
し
た
も
の
で
は
な
い
。
わ
た
し
の

関
心
に
惹
き
つ
け
て
い
え
ば
、
た
と
え
ば
、
本
書
は
破
格
に
興
味
深
い
以
下
の
よ
う

な
三
つ
の
論
点
を
な
げ
か
け
て
い
る
。

な
か
な
か
の
知
恵
者
の
ス
タ
ー
リ
ン
像　
　

不
破
は
ロ
イ
が
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

の
受
け
売
り
で
あ
る
、
独
ソ
戦
開
始
直
後
期
の
ス
タ
ー
リ
ン″
意
気
消
沈
〟
説
に
加

担
し
た
こ
と
を
批
判
す
る
一
方
、
ソ
連
崩
壊
後
は
、
機
密
解
除
史
料
に
も
と
づ
い
て
、

旧
説
を
事
実
上
、訂
正
し
て
い
る
と
の
べ
た
。
だ
が
、兄
弟
は
、本
書
で
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
説
を
「
事
実
上
、
訂
正
」
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
本
文
で
も
指
摘
し
た
が
、
兄
弟

は
、
ソ
連
崩
壊
に
と
も
な
う
機
密
資
料
の
開
示
か
ら
、「
レ
ー
ニ
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン

の
歴
史
的
役
割
を
も
客
観
的
に
評
価
で
き
る
よ
う
に
」
な
り
、「
残
忍
な
専
制
君
主

の
個
人
崇
拝
の
ヴ
ェ
ー
ル
の
向
こ
う
に
は
、
考
え
た
り
、
思
い
直
し
た
り
、
途
方
も

な
い
意
志
の
力
を
も
ち
、
仕
事
好
き
な
、
な
か
な
か
の
知
恵
者
が
い
た
の
で
あ
る
」、

と
し
て
あ
ら
た
な
「
ス
タ
ー
リ
ン
像
」
の
形
象
を
試
み
た
。
た
と
え
ば
本
書
五
部
第

一
章
「
ス
タ
ー
リ
ン
は
何
を
読
ん
だ
か
？
」
に
は
、
彼
の
猛
烈
な
読
書
と
そ
れ
を
可

能
と
す
る
速
読
術
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（
６
）。

冷
戦
を
規
定
し
た
「
原
子
力
収
容
所
群
島
」　　
不
破
は
、「
ス
タ
ー
リ
ン
秘
史
」

を
結
ぶ
に
あ
た
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
批
判
的
な
研
究
は
、
ロ
シ
ア
国
内
で
も
、
日
米

欧
で
も
数
多
く
刊
行
さ
れ
た
が
、
覇
権
主
義
に
焦
点
を
当
て
た
系
統
的
な
研
究
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
述
べ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
科
学
」
を
得
意
と
す
る

不
破
に
、
本
書
二
部
「
ス
タ
ー
リ
ン
と
核
兵
器
」
の
と
く
に
第
三
章
「
ス
タ
ー
リ
ン

と
原
子
力
収
容
所
」を
丹
念
に
読
む
よ
う
勧
め
た
い
。
ジ
ョ
レ
ス
は
、ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー

ツ
ィ
ン
の
『
収
容
所
群
島
』
は
『
原
子
力
収
容
所
群
島
』
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆

す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
原
子
力
収
容
所
群
島
』
を
基
盤
と
す
る
ス
タ
ー
リ
ン
の
原

水
爆
開
発
体
制
こ
そ
が
、
米
ソ
冷
戦
構
造
を
規
定
し
た
と
す
る
世
界
観
・
歴
史
観
を

呈
示
し
て
い
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
福
島
第
一
の
惨
事
を
根
底
に
お
い
て
規
定
す

る
歴
史
的
制
約
を
考
慮
す
る
う
え
で
、
非
常
に
重
要
な
示
唆
で
あ
る
と
思
う
。

第
三
章
「
ス
タ
ー
リ
ン
と
原
子
力
収
容
所
」
エ
ピ
ロ
ー
グ
は
、「
異
常
な
ま
で
の

短
期
間
に
ソ
連
の
原
子
力
産
業
の
全
部
門
を
作
り
上
げ
た
功
績
は
誰
に
あ
る
の
か
、

…
…
こ
れ
に
対
す
る
明
確
な
解
答
は
な
い
」。
だ
が
「
原
子
炉
、
工
場
、
実
験
場
、

shigekazu
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全
て
の
イ
ン
フ
ラ
等
の
諸
問
題
を
実
際
に
解
決
し
た
早
さ
に
つ
い
て
は
、
紛
れ
も
な

く
収
容
所
が
主
役
を
演
じ
て
い
る
。
収
容
所
は
、
機
動
性
に
富
み
、
本
質
的
に
は
奴

隷
労
働
で
あ
る
が
、
熟
練
労
働
の
、
ユ
ニ
ー
ク
で
巨
大
な
供
給
源
だ
っ
た
」。
そ
し

て
、
原
子
炉
や
実
験
場
を
建
設
し
た
囚
人
労
働
者
の
口
封
じ
の
た
め
の
島
流
し
先
が

極
東
マ
ガ
ダ
ン
の
コ
リ
マ
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
、ジ
ョ
レ
ス
は
い
う
。「
も
し
ス
タ
ー

リ
ン
型
の
国
家
政
治
と
経
済
が
収
容
所
そ
の
他
の
強
制
労
働
の
シ
ス
テ
ム
な
し
に
で

も
や
っ
て
ゆ
け
て
お
れ
ば
、
ソ
連
に
は
あ
れ
ほ
ど
火
急
に
原
爆
や
水
爆
の
必
要
性
は

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
テ
ロ
ル
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
収
容
所
が
、
そ
れ

自
体
が
、
他
の
全
世
界
へ
の
恐
怖
と
脅
威
と
を
生
み
出
し
て
い
た
の
で
あ
る（
７
）」

と
。

人
権
無
視
と
安
全
軽
視
、
差
別
と
抑
圧
の
究
極
の
事
例
が
、
兄
弟
の
云
う
「
原

子
力
収
容
所
」
だ
っ
た
。
米
英
ソ
（
中
仏
で
も
）
の
核
帝
国
が
人
権
や
民
族
差
別
を

顧
み
ず
に
展
開
し
た
核
開
発
競
争
が
、
原
子
力
開
発
全
体
の
安
全
性
を
規
定
し
て
き

た
。
原
発
を
め
ぐ
る
安
全
神
話
や
、
わ
が
国
の
「
原
子
力
村
」
の
利
権
構
造
の
問
題

も
、
そ
う
し
た
核
開
発
の
歴
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う（
８
）。

ス
タ
ー
リ
ン
の
「
イ
ス
ラ
エ
ル
」
建
国
戦
争
加
担　
　

不
破
連
載
論
文
は
、
ジ
ョ

レ
ス
の
五
部
第
五
章
「
ス
タ
ー
リ
ン
、
ソ
連
の
ユ
ダ
ヤ
人
、『
医
師
団
陰
謀
事
件
』」

を
参
照
し
、
と
く
に
グ
ル
ジ
ア
と
「
医
師
団
」
の
弾
圧
事
件
に
注
目
し
た
。
筆
者
が

か
つ
て
注
目
し
た
の
が
、
同
じ
第
三
章
に
含
ま
れ
る
、「
ス
タ
ー
リ
ン
と
イ
ス
ラ
エ

ル
建
国
」
だ
っ
た
。
ジ
ョ
レ
ス
が
第
三
章
で
い
う
「
ス
タ
ー
リ
ン
が
中
東
に
打
ち
込

ん
だ
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
の
楔
」
は
、
現
実
問
題
と
し
て
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
著
『
文
明
の

衝
突
』
以
上
に
ス
リ
リ
ン
グ
な
問
題
提
起
だ
と
感
じ
た
。

ス
タ
ー
リ
ン
は
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
」
を
支
持
し
て
国
連
決
議
が
成
立
す
る
決

定
的
役
割
を
買
っ
て
で
た
ば
か
り
か
、
独
ソ
戦
の
戦
利
品
と
し
て
の
ド
イ
ツ
製
武
器

を
イ
ス
ラ
エ
ル
に
緊
急
援
助
し
、
あ
る
い
は
ソ
連
赤
軍
で
実
戦
経
験
を
積
ん
だ
ユ
ダ

ヤ
人
東
欧
難
民
を
、「
故
国
に
帰
還
」
さ
せ
た
ほ
か
、
極
秘
裏
に
、
ソ
連
軍
将
校
を

派
遣
し
て
ま
で
、「
一
九
四
八
年
独
立
戦
争
」
で
イ
ス
ラ
エ
ル
が
ア
ラ
ブ
五
か
国
正

規
軍
を
打
ち
破
る
の
に
寄
与
し
た
経
緯
を
紹
介
す
る
。
ジ
ョ
レ
ス
は
、
こ
れ
に
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
英
米
関
係
、
さ
ら
に
は
米
国
と
ム
ス
リ
ム
世
界
に
楔
を
打
ち

込
む
意
図
が
あ
っ
た
と
分
析
し
た
。
米
国
政
界
で
ネ
オ
コ
ン
が
幅
を
利
か
せ
る
土
壌

の
説
明
に
も
な
っ
て
い
る（
９
）。

４　

不
破
書
記
局
長
の
一
九
七
八
年
記
念
講
演

日
刊
紙
配
達
員　
　

わ
た
し
が
分
担
執
筆
者
し
た
中
野
・
橋
本
・
高
岡
編
著
『
ス

タ
ー
リ
ン
問
題
研
究
序
説
』
大
月
書
店
、
一
九
七
七
年
刊
が
出
版
さ
れ
て
半
年
あ
ま

り
の
ち
、『
赤
旗
』
日
刊
紙
に
不
破
哲
三
書
記
局
長
記
念
講
演
の
全
文
が
報
じ
ら
れ

た
。
講
演
の
中
見
だ
し
「
日
本
型
社
会
主
義
の
理
論
的
、
実
践
的
な
探
究
」
の
左
下

に
、
以
下
の
よ
う
な
件
が
あ
っ
た
。

　

あ
る
論
者
は
、
た
と
え
ば
ソ
連
に
お
け
る
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
を
研
究
し
て
、

ス
タ
ー
リ
ン
が
犯
し
た
誤
り
の
大
き
さ
に
、
い
わ
ば
度
を
失
い
、
そ
れ
を
く
り

返
さ
な
い
た
め
と
い
う
こ
と
で
、
科
学
的
社
会
主
義
の
中
心
問
題
で
あ
る
党
の

役
割
の
否
定
、
党
の
弱
体
化
を
事
実
上
と
な
え
る
議
論
を
展
開
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
議
論
の
誤
り
も
明
白
で
あ
り
ま
す
。
…
…
（「
日
本
共
産
党
の
路
線

と
展
望
（
下
）」
党
創
立
五
八
周
年
記
念
講
演
会
」『
赤
旗
』
一
九
七
八
年
七
月

二
二
日
付
）

こ
れ
は
、
明
白
に
わ
れ
わ
れ
の
『
研
究
序
説
』
に
対
す
る
批
判
だ
っ
た
。
わ
た

し
は
「
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
と
「
ト
ロ
ツ
キ
イ
問
題
―
―
「
工
業
化
テ
ー
ゼ
」
を
め
ぐ

る
社
会
主
義
論
の
一
考
察
」
を
書
い
た（

（（
（

。
そ
の
際
に
、
依
拠
し
た
主
要
文
献
の
ひ
と

つ
が
ロ
イ
・
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
の
も
の
だ
っ
た
。
不
破
記
念
講
演
（
下
）
を
載
せ

shigekazu
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た
そ
の
日
の
『
赤
旗
』
日
刊
紙
を
、当
時
、週
一
回
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
配
達
員
で
あ
っ

た
筆
者
が
札
幌
地
下
鉄
南
北
線
北
一
二
条
駅
近
辺
の
担
当
区
域
で
早
朝
配
達
し
た
。

自
分
が
こ
き
下
ろ
さ
れ
て
い
る
新
聞
を
喜
ん
で
配
達
す
る
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
が
い
る
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
を
機
に
筆
者
は
一
〇
年
続
け
た
配
達
員
を
辞
退
し
た
。

友
人
か
ら
の
返
信　
　

連
載
論
文
「
ス
タ
ー
リ
ン
秘
史
」
に
よ
れ
ば
、
不
破
は

そ
の
後
、
一
九
八
二
年
に
『
ス
タ
ー
リ
ン
と
大
国
主
義
』
を
書
き
、
ソ
連
共
産
党
の

解
党
と
ソ
連
崩
壊
に
伴
う
機
密
文
書
の
入
手
を
も
と
に
し
て『
干
渉
と
内
通
の
記
録
』

を
執
筆
し
た
。
真
偽
は
不
明
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
『
序
説
』
執
筆
準
備
の
合
宿
研
究

会
の
際
、
不
破
の
実
兄
・
上
田
耕
一
郎
が
、
ロ
イ
の
石
堂
訳
『
共
産
主
義
と
は
何
か
』

を
読
ん
で
衝
撃
を
受
け
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
し
か
し
、昨
年
の
『
前
衛
』

六
月
号
で
も
本
年
七
月
号
で
も
、
ロ
イ
単
著
を
ジ
ョ
レ
ス
共
著
と
思
い
ち
が
い
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
判
断
し
て
、
不
破
に
は
石
堂
訳
を
手
に
し
て
読
ん
だ
形
跡
は
な

い
よ
う
に
見
え
る
。メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

今
回
、「
ス
タ
ー
リ
ン
秘
史
」
の
連
載
を
始
め
て
か
ら
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
推
測

す
る
。

筆
者
は
、
現
在
『
前
衛
』
を
読
ん
で
い
そ
う
な
、
ご
く
少
数
の
友
人
に
、「
不
破

が
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
に
驚
く
ほ
ど
の
好
意
的
な
評
価
を
し
て
い
る
の
は
な
ぜ

だ
ろ
う
？
」
と
メ
ー
ル
で
た
ず
ね
て
み
た
。

筆
者
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
若
い
世
代
の
友
人
か
ら
、
次
の
よ
う
な
返
信
が
き
た
。

　

…
…
不
破
（
あ
る
い
は
そ
の
部
下
）
に
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
の
書
く
も

の
に
当
初
か
ら
信
頼
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
間
収
集
し
た
文
書
資
料

を
読
み
解
い
た
結
果
、
兄
弟
の
書
い
た
も
の
へ
の
信
頼
が
生
ま
れ
た
、
と
わ
た

し
は
推
測
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
か
な
り
微
妙
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

好
意
的
に
解
釈
す
れ
ば
、不
破
の
公
的
に
許
さ
れ
る
最
大
級
の
「
自
己
批
判
書
」

と
受
け
と
め
る
こ
と
も
あ
り
か
な
、
と
の
思
い
も
あ
り
ま
す
…
…

筆
者
は
「
自
己
批
判
書
」
と
ま
で
は
考
え
が
及
ば
な
か
っ
た
が
、
不
破
が
、
メ

ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
兄
弟
か
ら
何
か
を
学
ん
だ
結
果
と
し
て
の
大
変
好
意
あ
る
評
価
で

あ
る
の
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

不
破
哲
三
が
、
党
の
「
も
ろ
刃
の
剣
」
に
も
な
り
う
る
、
こ
の
兄
弟
の
ス
タ
ー

リ
ン
主
義
研
究
に
、
敢
え
て
著
し
く
好
意
的
な
評
価
を
寄
せ
た
こ
と
を
率
直
に
歓
迎

し
た
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
一
五
年
八
月
二
八
日
脱
稿
）

註（
１
）『
前
衛
』
二
〇
一
四
年
六
月
号
、
二
〇
八
〜
〇
九
頁
。
不
破
の
批
判
は
ロ
イ
著
一
九
八
九
年
改
訂
版
（
露
語

原
著
と
英
語
版
）と
近
刊
の
現
代
思
潮
社
版
に
も
該
当
す
る
。露
語
版
五
六
九
頁
。英
語
版
七
五
三
〜
五
四
頁
。

（
２
）
同
右
『
前
衛
』
六
月
号
、
二
一
〇
〜
一
一
頁
。

（
３
）『
知
ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』
序
文
。

（
４
）『
前
衛
』
二
〇
一
五
年
七
月
号
、
二
一
七
〜
一
八
頁
。

（
５
）M

edvedev, Roy, All Stalin

’s M
en, 1983, p. 61.

の
冒
頭
に. ʻHe was buried four days 

later with offi
cial honours of the kind that no other Party or state leader had been 

accorded since the funeral of Stalin. ̓

の
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
。

（
６
）『
知
ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』
三
四
九
〜
五
〇
頁
。

（
７
）
同
右
、
二
一
四
〜
一
五
頁
。

（
８
）
拙
稿
「
広
島
、
長
崎
、
ウ
ラ
ル
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
、
福
島　
―
歴
史
に
刻
ま
れ
た
国
際
原
子
力
村
の
相
互

支
援
―
」
中
部
大
学
紀
要
『
ア
リ
ー
ナ
』
第
一
七
号
、二
〇
一
四
年
、四
二
〇
〜
二
一
頁
。
拙
稿
「
メ
ド
ヴ
ェ
ー

ジ
ェ
フ
兄
弟
に
よ
る「
原
子
力
収
容
所Atom

ic Gulag

」認
識
の
舞
台
裏
」『
藤
女
子
大
学
紀
要
』第
五
〇
号
、

二
〇
一
三
年
、
二
二
頁
。

（
９
）拙
稿「
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
双
生
児『
知
ら
れ
ざ
る
ス
タ
ー
リ
ン
』の
重
版
に
よ
せ
て
」『
ア
ソ
シ
エ
21
ニ
ュ
ー

ズ
レ
タ
ー
』
二
〇
〇
三
年
十
一
月
号
、
六
〜
七
頁
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）拙
稿（
誌
上
討
論
）「『
ス
タ
ー
リ
ン
問
題
研
究
序
説
』を
め
ぐ
る
経
緯
」加
藤
哲
郎
そ
の
他（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
）「
エ
ピ
ロ
ー
グ
と
な
っ
た
『
序
説
』
へ
の
研
究
序
説
―
『
ス
タ
ー
リ
ン
問
題
研
究
序
説
』
と
七
〇
年
代

後
期
の
思
潮
―
」
中
部
大
学
『
ア
リ
ー
ナ
』
一
六
号
、
二
〇
一
三
年
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

shigekazu
ハイライト表示




